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表 紙 の 写 真

新花巻駅開業40周年

鹿
ししおどり

踊の出迎え

　３月15日、開業40周年を迎えたＪＲ新花巻駅の記念イベン

トが開催。市民が建設を働きかけた請願駅の歴史を振り返

り、関係者らがくす玉を割って節目を祝いました。西口広場

では、春日流落合鹿踊が演舞で利用客を出迎えました。

02 新花巻図書館整備基本計画（案）の概要

08 令和７年度はなまきの予算

14 市の組織改正・人事異動

16 新しい制度を創設 奨学金返還補助制度 など

今 号 の 主 な 内 容
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新花巻図書館整備基本計画（案）新花巻図書館整備基本計画（案）
の概要をお知らせしますの概要をお知らせします

　本市は、宮沢賢治や萬鉄五郎をはじめとした多くの先人を輩出しています。江戸時代の先人を顕彰した

「鶴
かくいんひ

陰碑」に記された人々は、自らの研さんに精進し学術文化はもとより地域や産業の振興と発展、そして後継

者の育成に努力を重ねてきました。花巻には歴史的に学びの風土があり、この精神は私たちも次の世代に受け

継いでいかなければなりません。

　新しい花巻図書館の整備にあたっては、市民一人一人の生活や活動を支援することを基本的に考えながら、

先人が育んできた「学びの精神」を受け継ぎ、図書館が次世代を担う子どもの読書活動を支援し豊かな心を育て

る施設として、また、情報を地域や産業の創造に結びつける施設として、まちや市民に活力と未来をもたらす

図書館を目指して、次の三つを基本方針とします。

　市では、今まで市民の皆さんからいただいた意見などを参考に、新花巻図書館整備基本

計画（案）を策定しましたので、その概要をお知らせします。

　今後は、この基本計画（案）について、市民の皆さんからさらにご意見をいただくためパ

ブリックコメントや市民説明会を開催し、その結果などを踏まえて基本計画を最終決定し

ていきたいと考えています。

　「
新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本
計
画
」（
以
下
、

「
基
本
計
画
」と
い
う
）は
、
新
花
巻
図
書
館
に

お
け
る
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
施
設

お
よ
び
建
設
場
所
な
ど
に
つ
い
て
平
成
29
年

策
定
の「
新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本
構
想
」（
以

下
、「
基
本
構
想
」
と
い
う
）
に
基
づ
き
具
体
的

に
示
す
も
の
で
、
今
後
実
施
す
る
設
計
な
ど

の
基
本
と
な
る
計
画
で
す
。

　な
お
、
基
本
構
想
は
、
新
花
巻
図
書
館
の
整

備
に
当
た
っ
て
の
根
幹
と
な
る
構
想
を
記
し
た

も
の
で
、
市
民
参
画
手
続
き
を
経
て
定
め
て
い

ま
す
。
基
本
構
想
で
は
、
下
記
の
と
お
り
基
本

方
針
を
定
め
て
お
り
、
基
本
計
画
に
は
、
そ
の

基
本
方
針
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
ま
す
。

　市
で
は
、
令
和
２
年
に「
と
し
ょ
か
ん
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ（
高
校
生
・
20
代
編
／
一
般
編
）」、

各
種
団
体
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
、
令

和
３
年
か
ら
専
門
家
な
ど
に
よ
る「
新
花
巻
図

書
館
整
備
基
本
計
画
試
案
検
討
会
議
」に
お
い

て
基
本
計
画
試
案
を
検
討
。
そ
の
結
果
に
つ
い

て
令
和
４
年
10
月
～
12
月
に
市
民
説
明
会
を
開

催
し
、
説
明
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
比
較
調
査

を
行
い
、
令
和
６
年
11
月
～
令
和
７
年
２
月
に

市
民
間
の
対
話
型
に
よ
る
市
民
会
議
を
４
回
実

施
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
市
が
基
本

計
画（
案
）を
策
定
し
ま
し
た
。

新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本
計
画
と
は
？

基
本
計
画（
案
）策
定
ま
で
の
経
緯

新花巻図書館整備基本構想の基本方針

　子ども、高齢者、障がい者、

全ての市民が気軽に利用できる

ように、親しみやすく使いやす

い施設とします。自然や周辺に

調和した明るくゆったりしたス

ペースとし、読書はもちろんの

こと、くつろぎの場でもあり、

交流の場ともなる施設とします。

　花巻市は輝かしい功績を遺

した数多くの先人を輩出して

います。この先人達を顕彰し、

次の時代を担う子どもたちに

その精神を継承し、郷土を愛

する心を育むことができるよ

う、郷土資料や先人の資料の

充実を図ります。

　これからの図書館は市民の読

書や生涯学習を支援するだけで

なく、情報を得る場、生活、仕

事、教育、産業など各分野の課

題解決を図る図書館であること

が求められているため、広い分

野にわたる資料やレファレンス

（検索・相談）機能の充実を図り

ます。

すべての市民が

親しみやすく

使いやすい図書館

郷土の歴史と独自性を

大切にし、豊かな市民

文化を創造する図書館

暮らしや仕事、地域の

課題解決に役立つ知の

情報拠点としての図書館

2025（R7）.4.13

　基
本
構
想
の
三
つ
の
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
新
花
巻
図
書
館
は
よ
り
多
く
の
人
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

目
標
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

　な
お
、
サ
ー
ビ
ス
目
標
は
、
将
来
的
な

人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
経
済
情
勢
、
市
の

財
政
状
況
、
図
書
館
の
利
用
状
況
に
よ
り

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　新
花
巻
図
書
館
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
基
本
と
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　新
花
巻
図
書
館
で
利
用
者
別
に
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

①�

資
料
と
情
報
の
収
集
・
提
供
を
基
本

②�

新
し
い
情
報
や
ス
キ
ル
習
得
を
助

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

③�

紙
・
電
子
媒
体
の
資
料
を
収
蔵
・
提

供
④�

市
立
図
書
館
お
よ
び
学
校
図
書
館

な
ど
の
中
枢
と
し
て
の
役
割
強
化

⑤�

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
支
援
し
、

学
校
図
書
館
と
連
携

⑥�

郷
土
資
料
や
先
人
資
料
、
特
に
宮

沢
賢
治
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・

提
供

⑦�

宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
、
市

立
博
物
館
、
宮
沢
賢
治
記
念
館
な

ど
の
資
料
の
検
索
・
閲
覧
・
貸
出

⑧�

く
つ
ろ
ぎ
の
場
・
交
流
の
場
・
市
民

の
広
場
と
な
る
図
書
館

⑨�

知
的
好
奇
心
を
育
む
図
書
館

①�

本
の
世
界
に
誘
う
サ
ー
ビ
ス

②�

長
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
作
品
の

収
集

③
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
・
配
布

④�

お
は
な
し
会
・
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の

開
催���

⑤
学
校
図
書
館
と
の
情
報
交
換

⑥�

読
書
の
重
要
性
の
ア
ピ
ー
ル
の
た

め
、
関
係
所
館
と
連
携

⑦
児
童
サ
ー
ビ
ス
専
門
担
当
の
設
置

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
種
類

サ
ー
ビ
ス
目
標

利
用
者
の
視
点
に
沿
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方

サ
ー
ビ
ス
の
基
本

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

乳
幼
児
・
児
童
へ
の
サ
ー
ビ
ス

新
花
巻
図
書
館
の

サ
ー
ビ
ス

開館１年後
8.0冊

開館１年後
40.0％

開館１年後
35万人

開館10年後
11.7冊

開館10年後
50.0％

開館10年後
40万人

現在 3.3冊現在 27.9％現在 95，878人

※現在の数値はいずれも令和５年度実績

人口１人当たり
貸出冊数

個人貸出
登録者割合

年間来館者数
（花巻図書館のみ）

（市内４館合計） （市内４館合計）

三つのサービス目標

成
人
・
社
会
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�

資
格
取
得
な
ど
に
役
立
つ
サ
ー
ビ
ス

②�

速
報
性
や
お
も
し
ろ
さ
な
ど
を
重

視
し
た
企
画
展
示

③�

暮
ら
し
と
仕
事
に
役
立
つ
資
料
の

収
集
・
提
供

高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�

大
活
字
本
、
視
覚
支
援
機
器
を
用

意
②�

使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入

③�

音
声
・
映
像
資
料
を
用
意

④�

移
動
図
書
館
車
や
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
網
の
活
用

基
本
計
画（
案
）15
頁

⑩�

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

（
相
談
・
支
援
）
機

能
の
強
化

⑪�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

⑫�

市
政
・
行
政
情
報
の
充
実

①
閲
覧
・
貸
出

②�

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

③
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス

④�

企
画
展
、
講
演
会
、
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催

⑤
学
校
図
書
館
の
支
援

⑥
情
報
発
信
を
強
化

⑦
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応

①�

10
代
の
世
代
感
覚
に
合
わ
せ
た

サ
ー
ビ
ス

②�

音
楽
・
映
像
・
雑
誌
な
ど
の
資
料
を

提
供

③�

職
業
選
択
や
進
学
に
役
立
つ
資

料
、
地
元
企
業
情
報
を
提
供

④�

若
い
世
代
と
意
見
交
換

テ
ィ
ー
ン
ズ
へ
の
サ
ー
ビ
ス

外
国
の
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�

国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
、
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

【問い合わせ】 本館新花巻図書館計画室（☎41-3615）
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　開
館
時
間
、貸
出
点
数
、貸
出
期
間
は
、

次
の
案
を
基
本
と
し
ま
す
。

新
花
巻
図
書
館
の

蔵
書
・
資
料
の
収
集

新
花
巻
図
書
館
の

利
用
方
法

　市民から、宮沢賢治の出身地にふさわしい図書館としてほしいなどの意見が多いことから、宮沢

賢治に関し今後出版される図書資料はもちろん、未所蔵で購入可能な資料は古本も含め積極的に収

宮沢賢治に関する資料について

①�

一
般
、
児
童
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
、
幅
広
い
世
代
に
対
応

し
た
分
野
を
収
集

②�
一
般
図
書
は
、
読
書
、
生
活
、
調
査
研

究
な
ど
に
役
立
つ
多
様
な
資
料
を
収
集

③�

児
童
図
書
は
、
読
み
物
、
絵
本
な
ど
興

味
を
広
げ
る
図
書
を
収
集

④�

テ
ィ
ー
ン
ズ
向
け
資
料
は
、
進
学
や
就

職
な
ど
に
応
じ
た
資
料
を
収
集

⑤�

高
齢
者
向
け
資
料
は
、
保
健
、
福
祉
、

➊
広
い
分
野
の
収
集

開館時間

休館日

貸出点数

貸出期間

9：30～19：00本・ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ・カセット

など全部で15点以内

３週間（移動図書館は次の運行日まで）

（�学習スペースなどは9：00～21：00）

週１日、年末年始、毎月１日、

蔵書整理点検期間（年１回）

現花巻図書館…9：00～18：00

現花巻図書館…祝日、年末年始、毎月１日、

蔵書整理点検期間（年１回）

現花巻図書館…本５冊（市内４館で10冊）、

ビデオ・ＤＶＤ１点（市内４館で２点）、ＣＤ・

カセット３点（市内４館で５点）

現花巻図書館…本14日、ビデオ・ＤＶＤ・

ＣＤ・カセット７日

行
政
機
関
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�

行
政
機
関
へ
の
情
報
提
供

②�

予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
の

強
化

③
課
題
解
決
に
役
立
つ
資
料
の
提
供

観
光
客
・
移
住
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�

観
光
情
報
の
提
供
を
強
化

②�

本
市
の
自
然
や
歴
史
な
ど
の
情
報

提
供

妊
婦
・
子
育
て
世
代
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�

広
い
通
路
と
余
裕
あ
る
休
憩
場
所

の
配
置

②�

子
育
て
世
代
の
利
用
を
考
慮
し

た
、
書
架
や
座
席
の
配
置

③�

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス

①�
点
字
資
料
、
大
活
字
本
、
録
音
資

料
な
ど
の
提
供

②�

朗
読
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援

③�

ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
（
人
工
的
な
各
種

感
覚
の
提
供
）対
応
部
屋
の
設
置

④�

車
い
す
で
利
用
可
能
な
フ
ロ
ア
配
置

⑤�

宅
配
資
料
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

書
館
を
参
考
に
新

た
な
蔵
書
構
成
目

標
を
設
定
。
開
館

に
向
け
て
具
体
的

な
蔵
書
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

集し、地域（郷土）資料スペースにおいて配架する予定ですが、宮沢賢治

専用のスペースを設けることも検討します。

　また、イーハトーブ館と役割分担をし、現在イーハトーブ館が保有し

ている宮沢賢治に関する専門的な研究資料や絶版等入手困難な資料等

は、引き続きイーハトーブ館で保有することとし、図書館で閲覧または

貸出できるようシステムの構築を検討します。

　花
巻
市
立
図
書
館
の
現
在
の
蔵
書
構
成

を
見
る
と
、
文
学
が
多
く
、
構
成
比
に
偏

り
が
あ
り
ま
す
。

　新
花
巻
図
書
館
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
高
度
化
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
出
版
状
況
や
先
進
図

新花巻図書館整備基本計画（案）の概要をお知らせします新花巻図書館整備基本計画（案）の概要をお知らせします
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　新
花
巻
図
書
館
は「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
）」と

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
利
用
し
や
す
い
施

設
を
目
指
し
ま
す
。

　静
か
に
閲
覧
し
た
い
人
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
や
、
自
由
に
話
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
な
ど
を
設
置
。
そ
の
ほ
か
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
で
学
習
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

や
、
多
人
数
で
生
涯
学
習
活
動
が
で
き
る

　新
花
巻
図
書
館
は
資
料
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
70
万
冊
の
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
ま
す
。
利
用
頻
度
の
低
い
資
料
は
開

架
書
庫
か
ら
閉
架
書
庫
へ
移
動
し
、
常
に

新
鮮
で
魅
力
的
な
資
料
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　な
お
、
オ
ー
プ
ン
時
の
蔵
書
数
は
28
万

冊
程
度
と
し
ま
す
が
、
蔵
書
構
成
や
財
政

状
況
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
市
の
人
口
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
、
収
蔵
能
力
や
蔵
書
数
を

引
き
続
き
検
討
し
ま
す
。

　新
花
巻
図
書
館
の
各
施
設
の
ス
ペ
ー
ス

別
面
積
規
模
は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り

で
す
。

新
花
巻
図
書
館
の

施
設
と
規
模

①�

宮
沢
賢
治
、高
村
光
太
郎
、萬
鉄
五
郎
、

新
渡
戸
稲
造
な
ど
の
資
料
を
収
集
・
保

存
。
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
に
配
架

②�

宮
沢
賢
治
に
関
す
る
資
料
は
、
今
後
の

出
版
資
料
や
未
所
蔵
の
古
本
も
積
極
的

に
収
集
。
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
が
保
有
し

て
い
る
宮
沢
賢
治
に
関
す
る
専
門
的
な

研
究
資
料
や
絶
版
等
入
手
困
難
な
資
料

な
ど
は
引
き
続
き
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
館
で

保
有

③�

先
人
や
郷
土
、
本
市
行
政
資
料
な
ど
を

収
集
・
保
存

④�

先
人
に
関
す
る
図
書
企
画
展
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催

➋
郷
土
資
料
の
収
集
・
保
存
を
拡
充

➌
視
聴
覚
資
料
や
電
子
資
料
の
活
用

収
蔵
能
力

ス
ペ
ー
ス
別
面
積
規
模

施
設

区分 目安となる面積

エントランススペース
▶エントランス▶ラウンジスペース（喫茶など）

200平方㍍程度

開架、閲覧スペース
▶展示・情報コーナー▶案内・サービスカウンター▶資料検索コーナー▶レ
ファレンスサービスカウンター▶書架・閲覧スペース▶視聴覚スペースなど

2，200平方㍍程度

閉架書庫スペース 800平方㍍程度

その他スペース
▶学習スペース▶講座・集会・会議室▶高齢者や障がい者などへのサービス対
応室▶親子ふれあい室▶多目的ギャラリーなど

800平方㍍程度

図書館業務スペース
▶事務室▶地域・学校図書館サービススペース▶作業スペースなど

500平方㍍程度

目安となるスペース別面積規模

ス
ペ
ー
ス
、
音
楽
や
映
像
な
ど
の
視
聴
覚

資
料
を
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
設

置
し
ま
す
。

　ま
た
、
多
目
的
に
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
も
設
置
し
ま
す
。

機
材
の
保
管
・

活
用

④�

専
門
的
資
料
な

ど
を
デ
ジ
タ
ル

化
①�

視
聴
覚
資
料
と
機
材
を
収
集
・
整
備

②�

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
保
存
と
活
用

③�

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
教
育
教
材
や

医
療
、
余
暇
な
ど
に
役
立
つ
図
書
な
ど

を
収
集

⑥�

障
が
い
者
向
け
資
料
は
、
大
活
字
本
、

録
音
図
書
、
点
字
図
書
な
ど
を
収
集

⑦�

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
と
し
て
、
参
考
資

料
や
専
門
図
書
を
収
集

⑧�

地
域
資
料
・
行
政
資
料
は
、
将
来
に
継

承
す
る
財
産
と
し
て
収
集

⑨�

新
聞
35
紙
。
雑
誌
３
０
０
タ
イ
ト
ル
を

収
集
。
デ
ジ
タ
ル
提
供
も
検
討

⑩�

Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
、
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
対
応
資
料
を
収
集

⑪�

姉
妹
都
市
資
料
、
多
文
化
理
解
に
資
す

る
資
料
を
収
集

⑫�

電
子
書
籍
は
、
読
み
物
を
中
心
に
導
入

【問い合わせ】 本館新花巻図書館計画室（☎41-3615）
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新花巻図書館整備基本計画（案）に関する新花巻図書館整備基本計画（案）に関する

パブリックコメントとパブリックコメントと
市民説明会を実施します市民説明会を実施します

＊�新花巻図書館整備基本計画（案）は、本

館新花巻図書館計画室、本館総務課、

各総合支所地域づくり係、まなび学

園、なはんプラザ、振興センター、保

健センター、市内図書館、ぷらっと花

※�説明時間は１時間を予定しています。どの会場も、どなた

でも参加できますが、説明内容はどの会場も同じです

期日 開始時間 会場

４月15日（火）午後６時30分 大迫交流活性化センター

４月16日（水）午後６時30分 東和コミュニティセンター

４月17日（木）午後６時30分 石鳥谷生涯学習会館

４月19日（土）午後２時 まなび学園

市民説明会

パブリックコメント

■�対象　▶市内に住所を有する個人▶市内に事

務所または事業所を有する個人、法人または

団体▶市内の事務所または事業所に勤務する

個人▶市内の学校に在学する個人▶パブリッ

クコメントに関係する事案に利害関係を有す

る個人

■�期間　４月１日（火）～30日（水）

■�公表方法　本館新花巻図書館計画室、本館総

務課、各総合支所地域づくり係、まなび学園、

なはんプラザ、振興センター、保健センター、

※�口頭、電話での意見提出は受け付けできませ

ん。また、匿名による意見提出も受け付けで

きません

■�問い合わせ・提出　本館新花巻図書館計画

室（〒025-8601 花城町9-30 ☎41-3615 思

24-0259 死new-library-pj@city.hanamaki.

iwate.jp）市内図書館、ぷらっと花巻に備

え付けるほか、市ホームページ

に掲載

■�意見の提出方法　①住所②氏名③

電話番号④意見ーを明記の上、オ

ンライン、郵送、ファクス、メー

ル、持参のいずれかで下記へ
オンライン

提出

花巻駅前における駐車場のイメージ

※�図書館と芝生広場は、図書館本体を２階建てとした場合の配置です

優
先
駐
車
シ
ス
テ
ム

３
階
建
て
に
す
る
こ
と
も
検
討

　図
書
館
建
物
隣
接
地
の
最
大
38
台
分
を

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼
児
連
れ
の
人

た
ち
が
優
先
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。
そ
の
他
の
図
書
館
利
用
者
に
も
、

無
料
で
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

　市
民
会
議
で
は
、「
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
」は

「
総
合
花
巻
病
院
跡
地
」に
比
べ
て
敷
地
が

狭
く
、
芝
生
広
場
が
狭
い
な
ど
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
図
書

館
を
３
階
建
て
に
し
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。

巻で閲覧できるほか、市

ホームページにも掲載して

います

【問い合わせ】�本館新花巻図書館計画室（☎41-3615）
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新花巻図書館整備基本計画（案）の概要をお知らせします新花巻図書館整備基本計画（案）の概要をお知らせします

建
設
候
補
地
の
選
定

　市
民
会
議
の
結
果
を
踏
ま
え
、市
は「
Ｊ

　現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
所
有
地
に
お
よ
そ

38
台
の
駐
車
場
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
Ｊ
Ｒ
線
路
に
隣
接
す
る
市
道
の

一
部
を
廃
止
し
、
60
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
増
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
２
駐
車
場

は
１
８
１
台
に
増
設
さ
れ
ま
す
。

　こ
れ
に
よ
り
、
図
書
館
建
物
隣
接
地
38

台
、
第
２
駐
車
場
増
設
分
60
台
、
第
１
駐
車

場
お
よ
び
第
２
駐
車
場
の
日
常
的
な
空
き

60
台
を
合
わ
せ
、
合
計
１
５
８
台
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
駐
車
必
要
台

数
で
あ
る
１
２
０
台
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

駐
車
台
数
の
目
安
と

現
在
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

駐
車
場
の
整
備
お
よ
び
増
設

　新
花
巻
図
書
館
に
必
要
な
駐
車
台
数
の

目
安
は
お
よ
そ
１
２
０
台
で
す
。

　現
在
、
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
口
に
は
、
Ｊ
Ｒ

花
巻
駅
南
第
１
駐
車
場
60
台
、
第
２
駐
車

場
１
２
１
台
、
合
計
１
８
１
台
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
的
に

60
台
程
度
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
提
言
を
受
け
て
、
令
和
３
年
に
市

で
は
花
巻
市
図
書
館
協
議
会
委
員
や
、
外

部
有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る「
新
花
巻
図

書
館
整
備
基
本
計
画
試
案
検
討
会
議
」を

設
置
し
、
検
討
。
同
会
議
で
は
、
総
合
花

巻
病
院
跡
地
と
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
の
Ｊ
Ｒ
用

地
の
２
カ
所
の
意
見
が
多
く
、
最
終
的
に

Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
の
Ｊ
Ｒ
用
地
が
い
い
と
す

る
意
見
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　令
和
４
年
か
ら
市
民
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
市
民
説
明
会
で
は
、
総
合
花

巻
病
院
跡
地
が
い
い
と
す
る
意
見
も
多
く

あ
り
、
ま
た
、
双
方
の
候
補
地
に
建
設
し

た
場
合
の
事
業
費
が
不
明
だ
と
比
較
が
で

き
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
市
は
建
設
候
補
地
に
つ
い
て

比
較
調
査
を
行
い
、
昨
年
11
月
か
ら
本
年

２
月
に
市
民
間
の
対
話
型
に
よ
る
市
民
会

議
を
４
回
実
施
し
ま
し
た
。

※�
市
民
会
議
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
広
報

は
な
ま
き
３
月
15
日
号
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

建
設
候
補
地
の
検
討
経
過

市
議
会
か
ら
の
提
言

建
設
場
所
に
つ
い
て

　新
花
巻
図
書
館
整
備
基
本
構
想
の

建
設
場
所
に
関
す
る
方
針
に
基
づ

き
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
へ
整
備

す
る
こ
と
と
し
、
市
が
提
案
す
る
花

巻
駅
周
辺
及
び
ま
な
び
学
園
周
辺
の

い
ず
れ
か
と
さ
れ
た
い
こ
と
。
な
お

決
定
に
当
た
っ
て
は
そ
の
経
過
及
び

理
由
を
明
確
に
示
し
、
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

建
設
用
地
に
つ
い
て

　建
設
用
地
は
市
有
地
と
す
る
こ

と
。
借
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り

将
来
に
わ
た
る
財
政
負
担
と
、
土
地

利
用
上
に
お
け
る
権
利
関
係
の
不
安

要
素
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

複
合
施
設
に
つ
い
て

　図
書
館
単
独
で
の
整
備
を
基
本
と

す
る
こ
と
。
新
花
巻
図
書
館
整
備
基

本
構
想
に
盛
り
込
ま
れ
た
市
民
の
く

つ
ろ
ぎ
と
交
流
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
は
図
書
館
に
必

　花
巻
市
議
会
が
、
令
和
２
年
３
月
18
日

に
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
新
花

巻
図
書
館
整
備
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

新
花
巻
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
た

結
果
と
し
て
、
令
和
２
年
12
月
17
日
付
け

で
市
議
会
議
長
か
ら
市
長
宛
て
に
次
の
と

お
り
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

要
な
機
能
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ

け
、
整
備
を
検
討
さ
れ
た
い
こ
と
。

Ｒ
花
巻
駅
前
」を
建
設
候
補
地
と
し
て
選

択
し
ま
し
た
。

　な
お
、
駐
車
場
に
つ
い
て
危
惧
す
る
人

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、次
の
と
お
り「
Ｊ

Ｒ
花
巻
駅
前
」で
も
利
用
し
や
す
い
駐
車

場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　平
成
29
年
策
定
の
基
本
構
想
に
お
い

て
、
建
設
場
所
に
関
す
る
方
針
を
次
の
と

お
り
と
し
て
い
ま
す
。

新
花
巻
図
書
館
の

建
設
場
所

　図
書
館
は
、
市
民
を
は
じ
め
と
す

る
利
用
者
に
と
っ
て
、
利
用
し
や
す

い
場
所
に
あ
る
べ
き
で
す
。
交
通
ア

ク
セ
ス
が
良
く
わ
か
り
や
す
く
、
市

全
域
か
ら
行
き
や
す
い
場
所
で
、
十

分
な
駐
車
場
も
確
保
で
き
る
場
所
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　ま
た
、
図
書
館
は
市
街
地
再
生
に

資
す
る
施
設
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
や

都
市
計
画
と
も
整
合
し
た
も
の
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
は
、
平

成
28
年
６
月
に
市
街
地
へ
の
定
住
化

を
促
進
し
市
街
地
に
都
市
機
能
を
誘

導
す
る「
花
巻
市
立
地
適
正
化
計
画
」

を
策
定
し
公
表
し
ま
し
た
が
、
新
し

い
図
書
館
は
そ
の
中
で
示
す
「
都
市

機
能
誘
導
区
域
」
に
整
備
す
る
こ
と

と
し
、
場
所
に
よ
っ
て
は
近
隣
施
設

と
の
連
携
や
他
施
設
と
の
複
合
化
な

ど
、
民
間
と
の
連
携
も
含
め
て
検
討

し
、
候
補
地
を
数
箇
所
選
定
し
た
上

で
基
本
計
画
に
お
い
て
場
所
を
定
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。
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①
公
共
交
通
の
充
実

　
市
民
の
移
動
手
段

と
し
て
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
幹
線
バ
ス

路
線
へ
の
支
援
、
岩

手
医
大
な
ど
の
医
療

機
関
へ
の
バ
ス
運

行
、
土
沢
線
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
を
継
続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
か
ら
大
迫
、
石
鳥
谷
、
東

和
地
域
の
予
約
乗
合
バ
ス
の
運
行
日
数
を

週
３
日
か
ら
週
５
日
に
拡
大
す
る
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
大
迫
・
花
巻
線
の
運

行
経
路
に
つ
い
て
、
い
わ
て
花
巻
空
港
を

経
由
す
る
ル
ー
ト
に
拡
大
し
ま
す
。

　
交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
人
た
ち
の
通
院
や
買
い
物
を
支
援

す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
等
助
成
券
の
給
付

や
医
療
機
関
ま
で
の
通
院
に
対
す
る
助
成

制
度
を
継
続
し
ま
す
。

②
市
民
の
心
身
の
健
康
を
守
る

　
地
域
医
療
の
中
核
を
担
う
総
合
花
巻
病

院
の
医
師
を
確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
医

師
が
就
職
し
た
場
合
の
就
職
支
援
金
の
給

付
や
養
育
し
て
い
る
子
の
保
育
料
、
家
賃

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
　
多
彩
な

支
援
策
で
　
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　本市の一般会計における令和７年度当初予算額は581億7,862万円
で、前年度と比べて30億2,530万円（5.5㌫）増えています。
　本予算は、第２次花巻市まちづくり総合計画の前期アクションプ
ランに掲げるさまざまな事業を展開するため、「市民の暮らしを守る 
多彩な支援策で 安心のまちづくり」「子ども・子育て応援プロジェク
ト」「花巻で暮らそうプロジェクト」の三つの柱について、重点的に
取り組むための予算として編成しました。
　この三つの柱を構成する主要な事業を中心に、令和７年度当初予
算の概要をお知らせします。

公共交通の充実・生活基盤の整備拡充・公共交通の充実・生活基盤の整備拡充・
長寿命化と子育て支援を進め長寿命化と子育て支援を進め

市民が安心し、笑顔で暮らせるまち市民が安心し、笑顔で暮らせるまち

令和７年度令和７年度
　はなまきの　はなまきの 予算予算

な
ど
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
患
者
が
使
用
す
る
医
療
用

補
整
具
の
購
入
費
に
つ
い
て
、
新
た
に
弾

性
着
衣（
弾
性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
ス
リ
ー

ブ
、
グ
ロ
ー
ブ
）を
補
助
対
象
に
加
え
ま

す
。

③
公
共
施
設
の
長
寿
命
化

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公
共
施
設
に
つ

い
て
、
長
寿
命
化
対
策
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
空
調
設
備
の
設
置
や
照
明
設
備
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
を
進
め

ま
す
。

④
ク
マ
被
害
対
策

　
市
街
地
な
ど
に
出
没
す
る
ク
マ
に
対
応

す
る
有
害
鳥
獣
対
策
推
進
員
を
増
員
し
ま

す
。

　
ま
た
、
山
か
ら
市
街
地
へ
の
侵
入
経
路

と
考
え
ら
れ
る
場
所
へ
の
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
の

設
置
を
継
続
し
、
早
期
発
見
、
追
い
払
い

を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ク
マ
が
市
街
地
な
ど
に
出
没

し
て
危
険
だ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、

引
き
続
き
市
の
費
用

負
担
で
タ
ク
シ
ー
や

貸
切
バ
ス
で
の
送
迎

を
臨
時
的
に
行
い
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
時
の
安
全
を
守
り

ま
す
。

2025（R7）.4.19

■市民の暮らしを守る　多彩な支援策で　安心のまちづくり　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

有害鳥獣被害対策事業 8,697万円

電気柵設置や放任果樹の伐採に対する補助やＡＩカ

メラによるクマの早期発見、追い払いを行うほか、

クマの隠れ場所となる河川や市街地などの草刈りな

どを行います

農村林務課（☎23-

1400）

かわまちづくり推進事業 2,201万円

８月に登録を目指している「かわまちづくり計画」に

基づき実施する事業予定地の北上川右岸（銀河大橋～

花巻南大橋）の測量調査を行います

新館道路課（☎41-

3559）

生活道路・橋梁の整備、長

寿命化
28億3,745万円

安全で快適に通行できる道路網を構築するための整

備、維持修繕、長寿命化などを行います

新館道路課（☎41-

3559）

公共交通確保対策事業 3億2,425万円

快適で便利かつ持続可能な公共交通サービスを提供

するため、コミュニティバスの運行や民間バス路線

への支援を行います

新館都市政策課

（☎41-3554）

医師確保支援事業 1,858万円

地域医療の中核を担う総合花巻病院の医師を確保す

るため、就職支援金のほか、保育料、家賃、交通費、

奨学金返還などに対して支援します

地域医療対策課

（☎41-3586）

高齢者及び障がい者交通費

助成事業
2,676万円

交通手段を持たない高齢者や障がい者の買い物や通

院などに対して支援します

新館長寿福祉課

（☎41-3576）

新館障がい福祉課

（☎41-3581）

避難対策事業 1億2,282万円

災害時における迅速な避難および避難所の円滑な運営

を行うための環境整備やトイレカーの新規購入などを

行います

本館防災危機管理

課（☎41-3511）

消防指令業務共同運用事業 7億2,507万円

令和８年４月に運用開始を予定している、県内10消

防本部が共同で運用する「いわて消防指令センター」

の整備を行います

消防本部警防課

（☎24-2119）

図書館整備事業 127万円
市民ニーズに的確に対応できる機能を備えた新花巻

図書館の整備を進めます

本館新花巻図書館

計画室（☎41-3615）

女子野球タウン推進事業 734万円

女子野球大会開催への支援や野球教室を開催するほ

か、花巻球場に女子選手専用のトイレを整備するた

めの設計などを行います

本館スポーツ振興

課（☎41-3593）

副食費負担軽減事業

学校給食費負担軽減事業
1億1,135万円

３歳以上の園児の副食費支援について、第２子以降

の無償化を継続します。３歳以上の第１子の副食費

や小・中学校の学校給食費についても、材料価格高騰

分を市が負担し、保護者の負担軽減を図ります

新館こども課（☎
41-3149）

教育委員会学校給

食管理室（☎41-

3145）

庁舎設備等改修事業 6億7,175万円
老朽化した庁舎の設備改修などを行い、施設の長寿

命化を図ります

本館契約管財課

（☎41-3520）

⑤
物
価
高
騰
対
策

　
３
歳
以
上
の
園
児
に
対
す
る
副
食
費
に

つ
い
て
、
第
２
子
以
降
の
無
償
化
を
継
続

す
る
ほ
か
、
第
１
子
の
副
食
費
や
小
・
中

学
校
の
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
、
材
料

価
格
高
騰
分
を
引
き
続
き
市
が
負
担
し
、

保
護
者
の
負
担
を
据
え
置
き
ま
す
。

　
ま
た
、
経
営
環
境
が
厳
し
い
畜
産
農
家

へ
の
飼
料
な
ど
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

⑥
生
活
基
盤
の
充
実
・
防
災
対
策

　

生
活
道
路
・
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
国
の
補
助
制
度
や
地
方
債
を
活
用
し

て
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
や
豪
雨
災
害
に
備
え
る
た

め
、
い
わ
て
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備

や
ト
イ
レ
カ
ー
の
新
規
購
入
な
ど
ハ
ー
ド

面
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
各
種
防
災
訓
練

の
開
催
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
も
充

実
さ
せ
ま
す
。

　
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
重
要
施
設
に
接

続
す
る
管
路
や
大
迫
、
東
和
地
域
の
下
水

処
理
場
な
ど
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
。

⑦
河
川
空
間
と
ま
ち
空
間
の
融
合

　
北
上
川
河
川
敷
の
花
巻
地
区
の
利
用
環

境
向
上
の
た
め
、
８
月
に
登
録
を
目
指
し

て
い
る「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」に
基
づ

き
実
施
す
る
事
業
予
定
地
の
測
量
調
査
に

着
手
し
ま
す
。

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）
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①
周
産
期
医
療
の
維
持
確
保

　
妊
産
婦
が
産
科
医
療
機
関
を
利
用
す
る

場
合
の
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
自
家

用
車
な
ど
の
交
通
費
支
援
を
継
続
し
ま

す
。

　
ま
た
、
入
院
、
待
機
宿
泊
に
対
す
る
支

援
、
市
内
産
科
医
療
機
関
へ
就
職
し
た
医

師
・
助
産
師
・
看
護
師
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
、
市
内
の
周
産
期
医
療
の
維
持
確
保

に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し

て
行
っ
て
き
た「
産
後
ケ
ア
事
業
」、「
産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
継
続
し
、
母

子
の
心
身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ

か
、
宿
泊
型
の

産
後
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
に

向
け
て
、
提
供

す
る
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
施
設

の
構
想
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

②
医
療
費
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
市
内

の
高
校
生
な
ど
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
、

子
ど
も
・
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

妊
産
婦
を
対
象
に
し
た
医
療
費
助
成
を
継

続
し
ま
す
。

　
ま
た
、
５
歳
児
健
康
診
査
の
早
期
実
施

に
向
け
て
関
係
機
関
な
ど
と
検
討
を
行
い

ま
す
。

③
保
育
環
境
に
対
す
る
支
援

　

市
独
自
の
支

援
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
３
歳
未

満
の
園
児
の
保

育
料
に
つ
い

て
、
国
の
基
準

か
ら
40
㌫
程
度

の
引
き
下
げ
を

は
じ
め
、
３
歳

未
満
で
第
２
子
以
降
と
な
る
園
児
の
保
育

料
の
無
償
化
、
在
宅
育
児
世
帯
へ
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

ら
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　④
奨
学
金
制
度
の
拡
充

　
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い
る
日
本
学
生

支
援
機
構
が
貸
与
す
る
奨
学
金
に
つ
い

て
、
一
部
の
職
種
を
除
い
て
、
そ
の
返
還

に
対
す
る
市
の
支
援
制
度
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
同
機
構
が
貸
与
す
る
奨
学
金
を

利
用
し
て
大
学
へ
進
学
、
卒
業
後
に
市
内

へ
定
住
し
、
市
内
の
対
象
企
業
へ
就
職
し

た
人
に
、
返
還
月
額
の
半
額
を
補
助
す
る

制
度
を
創
設
し
ま
す
。

■子ども・子育て応援プロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

産後ケア等事業 2,962万円

母子の心身の健康をサポートする「産後ケア事業」、

「産前・産後サポート事業」を継続します。また、宿泊

型産後ケアの導入に向けて、提供するサービスの内

容や施設の構想などの検討を進めます

こども家庭セン

ター（☎41-3609）

周産期医療確保対策事業 1,345万円

安心して出産できる環境の維持を図るため、市内産

科医療機関に就職した産科医師・助産師・看護師、市

内産科医療機関への支援を行います

地域医療対策課

（☎41-3586）

妊産婦交通費支援事業 632万円

妊産婦の通院や入院を対象に公共交通機関、タク

シー、自家用車などの交通費を支援するほか、待機

宿泊に要した経費についても支援します

こども家庭セン

ター（☎41-3609）

子ども医療費助成事業

妊産婦医療費助成事業
2億9,800万円

高校３年生の年齢に該当するまでの全ての子ども、

全ての妊産婦について、所得にかかわらず医療費を

助成します

本館国保医療課

（☎41-3584）

小学校施設維持事業

中学校施設維持事業
1億2,085万円

良好な学習環境と安全・安心な学校運営のため、小中

学校施設の維持管理や長寿命化対策を行います

教育委員会教育企

画課（☎41-3142）

保育園等運営費 40億7,576万円
公立および私立の保育園、こども園などで就学前の

児童を保育します

新館こども課（☎
41-3150）

保育施設環境整備支援事業 5億6,208万円
（仮称）ゆもとこども園、若葉保育園の施設整備などに

対して支援します

新館こども課（☎
41-3149）

日本学生支援機構奨学金返

還支援事業
180万円

日本学生支援機構が貸与する奨学金を利用して大学へ

進学、卒業後に市内へ定住し、市内の対象企業へ就職

した人に、奨学金返還月額の半額を補助します

本館定住推進課

（☎41-3516）

令和７年度はなまきの予算

花
巻
で
暮
ら
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2025（R7）.4.111

①
住
宅
取
得
な
ど
に
対
す
る
支
援

　
県
外
か
ら
転
入
し
た
子
育
て
世
帯
が
市

内
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
な
ど
に
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
要
し
た
経
費
な
ど
を
対
象
に

最
大
２
０
０
万
円
を
補
助
す
る「
定
住
促

進
住
宅
取
得
等
補
助
金
」に
つ
い
て
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
複
数
い
る
場
合
に
、

２
人
目
以
降
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
補
助

上
限
額
に
10
万
円
を
加
算
す
る
制
度
を
継

続
し
ま
す
。

　
ま
た
、

子
育
て
世

帯
が
親
な

ど
と
同
居
・

近
居
す
る

た
め
住
宅

を
取
得
す
る
場
合
な
ど
に
最
大
50
万
円
を

支
給
す
る「
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
奨
励

金
」に
つ
い
て
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が

複
数
い
る
場
合
に
、
２
人
目
以
降
の
子
ど

も
１
人
に
つ
き
10
万
円
を
加
算
す
る
制
度

を
継
続
し
ま
す
。

②
結
婚
新
生
活
・
婚
活
を
応
援

　
婚
姻
時
の
住
宅
費
用
や
引
っ
越
し
費
用

な
ど
に
最
大
70
万
円
を
補
助
す
る「
結
婚

新
生
活
支
援
補
助
金
」を
継
続
し
ま
す
。

花
巻
で
暮
ら
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ま
た
、
婚
活
事
業
を
県
や
市
町
村
、
民

間
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

る「
い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」へ
の
入
会
金
を
新
た
に
市
が
負
担

し
ま
す
。

③
働
く
場
の
確
保
や
所
得
向
上

　
花
南
産
業
団
地
に
つ
い
て
、
Ｂ
工
区
の

造
成
工
事
が
完
了
し
ま
す
。
Ａ
工
区
に
つ

い
て
は
用
地
買
収
や
実
施
設
計
な
ど
、
Ｃ

工
区
に
つ
い
て
は
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
、

市
内
の
保
育
施
設
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
、
産
科
医
療
機
関
に
就
職
し
た
人
、
農

業
経
営
を
開
始
す
る
人
へ
の
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

④
都
市
機
能
の
利
便
性
の
充
実

　
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
東
西
自
由
通
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
実
施
設
計
を
完
了
さ
せ
、
用
地

の
測
量
調
査
を
行
い
ま
す
。
西
口
駅
前
広

場
整
備
に
つ
い
て
は
、
実
施
設
計
お
よ
び

駐
輪
場
の
移
転
整
備
工
事
に
着
手
し
ま

す
。

　
な
お
、
事
業
費
の
う
ち
約
半
分
は
国
の

補
助
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
残
り
の
市

負
担
分
に
つ
い
て
も
、
約
70
㌫
が
国
の
支

援（
交
付
税
措
置
）を
受
け
ら
れ
る
合
併
特

例
債
の
活
用
を
見
込
み
、
市
の
負
担
を
減

ら
し
ま
す
。

■花巻で暮らそうプロジェクト　具体的な事業の一部を紹介します

事業名 予算額 内容 問い合わせ

定住促進事業 7,707万円

子育て世帯の住宅取得、空き家バンクの活用、若者

世代などの空き家活用、移住者の住宅取得に対し、

奨励金や補助金を支給します

本館定住推進課

（☎41-3516）

結婚新生活等支援事業 1,538万円

結婚に伴う新生活のスタートアップに必要な費用を

支援するほか、「いきいき岩手結婚サポートセンター」

への入会金を市が負担します

本館定住推進課

（☎41-3516）

移住・定住促進等対策事業 1,490万円

本市への移住定住を促進するため、専用サイトなど

による情報発信を行うほか、移住支援相談員などを

配置し移住相談支援の充実を図ります

本館定住推進課

（☎41-3516）

ＵＩＪターン者就業奨励金、

移住支援金
2,396万円

県外から転入して市内事業所に一定期間就業した人

などを支援します

本館商工労政課

（☎41-3536）

新規就農者支援事業補助金 812万円
新たに農業を始める人を対象に農業機械の初期費

用、農地の賃借料、家賃などを補助します

農 政 課（☎ 2 3 -

1400）

産業団地整備 13億7,414万円 花南産業団地の整備を進めます
本館商工労政課

（☎41-3537）

男女共同参画推進事業 208万円
多様な性の理解促進のためのセミナーやパートナー

シップ制度などに関する周知活動などを行います

本館地域づくり課

（☎41-3514）

ＪＲ花巻駅東西自由通路等

整備事業
3億739万円

東西自由通路整備に係る実施設計、測量調査を行う

ほか、西口駅前広場整備に係る実施設計、駐輪場移

転整備工事を行います

新館都市政策課

（☎41-3553）

国際姉妹都市等交流推進事業 2,820万円
国際姉妹都市などとの交流事業の一環として、中学

生や高校生の派遣などを行います

本館生涯学習課

（☎41-3589）

【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）
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【問い合わせ】 本館財政課（☎41-3517）

区分
７年度

当初予算額
６年度

当初予算額

当初
予算額の
増減額

当初
予算額の
増減率

７年度末
市債残高
見込み

６年度末
市債残高
見込み

市債残高の
増減額

一般会計 581億7,862 551億5,332 30億2,530 5.5 491億3,216 503億　868 △11億7,652

特
別
会
計

国民健康保険 83億7,358 83億　521 6,837 0.8 ― ― ―

後期高齢者医療 　25億3,061 　24億3,004 1億　 57 4.1 ― ― ―

介護保険 110億8,013 108億　105 2億7,908 2.6 ― ― ―

公設地方卸売市場 4,570 1億6,349 △1億1,779 △72.0 1億1,093 1億2,057 △964

産業団地 13億7,415 7億4,128 6億3,287 85.4 10億2,860 2億9,210 7億3,650

合計 815億8,280 775億9,439 39億8,841 5.1 502億7,169 507億2,135 △4億4,966

下水道事業会計 72億2,210 69億6,420 2億5,790 3.7 312億　470 322億6,925 △10億6,455

■令和７年度各会計予算の総括表 （単位：万円、㌫）

※�端数処理の関係で、合計と各区分の積み上げが一致しない場合があります。また、下水道事業会計については、［公共
下水道事業、農業集落排水事業、戸別浄化槽事業］の支出予算の合計額を掲載しています

■
基
金（
貯
金
）に
つ
い
て

　

　

本
市
の
主
な
一
般
会
計
の
基
金［
財
政

調
整
基
金
・
減
債
基
金
・
ま
ち
づ
く
り
基

金
］の
令
和
７
年
度
末
現
在
高
は
公
共
事

業
の
積
極
的
な
実
施
な
ど
に
よ
り
、
当

初
予
算
に
お
い
て
は
前
年
度
見
込
額
と
比

べ
、
26
億
円
減
少
し
、
96
億
円
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

■
市
債（
借
金
）に
つ
い
て

　

本
市
の
一
般
会
計
に
お
け
る
市
債
の
令

和
７
年
度
末
現
在
高
は
、
前
年
度
末
と
比

基
金（
貯
金
）と
市
債（
借
金
）の
状
況

主な一般会計の基金（貯金）の年度末現在高の推移
※財政調整基金、減債基金、まちづくり基金の合計額

160

120

80

40

0

（億円）

42
億円

平成18

・・・

・・・

141
億円

令和５

122
億円

令和６

96
億円

令和７

101
億円

平成25

・・・

・・・
（見込み）（見込み）

一般会計における市債（借金）の年度末現在高の推移

　650

600

550

500

450

（億円）

630
億円

平成18

503
億円

令和６

・・・

・・・

516
億円

令和５

491
億円

令和７

546
億円

平成25

・・・

・・・

べ
、
12
億
円
減
少
し
、
４
９
１
億
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
国
か
ら
後
年
度
に
地
方
交

付
税
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
額
な

ど
を
除
い
た
、
市
独
自
の
財
源
で
返
済
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
一
般
会
計
に
お
け

る
市
債
残
高
の
実
質
的
な
将
来
負
担
額
は

１
２
５
億
７
６
８
９
万
円
で
、
前
年
度
末

と
比
べ
、
８
３
９
万
円
減
少
す
る
見
込
み

で
す
。

　
な
お
、
こ
の
市
債（
借
金
）の
額
を
市
民
１

人
当
た
り
に
換
算
し
た
場
合
の
金
額
は
、

前
年
度
と
比
べ
、
１
万
３
千
円
減
少
し
、

54
万
８
千
円（
＊
）と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

＊…�令和７年１月末現在の住民登録人口
89,656人により算出した金額

（見込み）（見込み）
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令和７年度はなまきの予算

　
自
主
財
源
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
市

税
は
、
定
額
減
税
の
終
了
な
ど
に
よ
る
個

人
住
民
税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
全
体
で
前

年
度
比
５
・
６
㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
繰
入
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
10
・
３
㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
寄
付
金
は
、「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
花
巻
応
援

　
義
務
的
経
費
は
、
国
の
制
度
拡
充
に
よ

る
児
童
手
当
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
扶
助

費
で
前
年
度
比
５
・
７
㌫
の
増
加
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
消
防
指
令
業
務
共
同

運
用
事
業
な
ど
の
施
設
整
備
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
で
前
年
度

比
28
・
４
㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

歳入［入ってくるお金の見込み］歳入［入ってくるお金の見込み］

歳出［使うお金の見込み］歳出［使うお金の見込み］

▲

義務的経費／人件費など、支出することが制度的に義務付けられ
ている経費

▲

投資的経費／道路や学校の建設事業費など、将来的に
残るものに対する経費

▲

扶助費／児童・高齢者・障がい者・生活困窮
者などへの支援に要する経費

▲

公債費／過去に発行した市債などを
返すための経費

▲

補助費等／事務組合や各種公益団体に対する補助
金などの経費

▲

物件費／施設の光熱水費や各種委託料などの経費

▲

繰出金／一般会計から国民健康保険特別会計などの特別会計へ支出
する経費

▲

自主財源・依存財源／市税や施設使用料など、市が自らの収入と
することができる財源が「自主財源」。地方交付税、国庫・県支出金
など、国や県から交付される財源と借入金が「依存財源」。

▲

地方交
付税／市の行政需要と財政力に応じて、国から交付されるお金

▲

国
庫支出金・県支出金／事業の財源として使い道が特定された、国や
県から交付されるお金

▲

市債／事業を行うために、市が国や金融機
関から借りるお金

寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）」に
つ
い
て
、

前
年
度
当
初
予
算
と
同
額
の
50
億
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
代
表
的
な
地
方
交
付
税

は
、
前
年
度
比
０
・
８
㌫
の
増
加
。
国
庫

支
出
金
は
、
児
童
手
当
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
13
・
８
㌫
の
増
加
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

畜
産
環
境
対
策
総
合
支
援
補
助
金
の
皆
減

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
１
・
７
㌫
の
減

少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
の
う
ち
物
件
費
は
、
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
業
務
委
託
料

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
２
・
６

㌫
の
増
加
。
繰
出
金
は
産
業
団
地
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
比
６
・
６
㌫
の
増
加
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

【用語解説】

【用語解説】

歳
入
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と

歳
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
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【
そ
の
ほ
か
の
組
織
改
正
】

▼�

業
務
の
効
率
化
の
た
め
、
定
住
推
進
課

に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
を
設
置

し
、
定
住
推
進
係
と
の
２
係
と
し
ま
す

▼�

国
道
４
号
拡
幅
に
伴
う
下
水
道
管
移
設

工
事
や
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
、
耐

震
化
な
ど
、
工
事
に
関
連
し
た
業
務
が

増
加
す
る
た
め
、
下
水
道
課
に
工
務
係

を
設
置
し
、
経
営
管
理
係
、
維
持
普
及

係
と
の
３
係
と
し
ま
す

健
康
福
祉
部
を
廃
止
し

「
福
祉
部
」と「
健
康
こ
ど
も
部
」に

　規
模
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
健
康
福
祉

部
は
、
業
務
の
質
的
向
上
と
効
率
化
を
図

る
た
め
、「
福
祉
部
」と「
健
康
こ
ど
も
部
」の

２
部
体
制
に
改
編
し
ま
す
。

健
康
こ
ど
も
部
に

地
域
医
療
対
策
課
を
設
置

　健
康
づ
く
り
課
の
課
内
室
で
あ
る「
地
域

医
療
対
策
室
」は
、
▽
総
合
花
巻
病
院
の
事

業
再
生
に
関
わ
る
業
務
▽
周
産
期
医
療
を

は
じ
め
と
し
た
市
内
医
療
機
関
の
医
師
確

保
▽
産
後
ケ
ア
事
業
の
施
設
整
備
の
支
援

―
な
ど
、
医
療
に
関
す
る
分
野
を
集
約
し
、

地
域
医
療
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の

充
実
を
図
る
た
め
、「
地
域
医
療
対
策
課
」と

し
ま
す
。

組
織
改
正

令和７年度

業
務
の
効
率
化
の
た
め
、
組
織
を
一
部
改
編
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

 

本
館
総
務
課
（
緯
41-

３
５
０
６
）

健
康
福
祉
部

地域福祉課

令和６年度

長寿福祉課

障がい福祉課

企画総務係

予防推進係

成人保健係

健診管理係

健康づくり課

こども課

こども家庭センター

地域医療対策室

大迫保健福祉センター

石鳥谷保健センター

東和保健センター

福
祉
部

地域福祉課

令和７年度

長寿福祉課

障がい福祉課

こども課

こども家庭センター

国保医療課

企画総務係

予防推進係

成人保健係

健診管理係

健康づくり課

大迫保健福祉センター

石鳥谷保健センター

東和保健センター

地域医療対策課
地域医療係

施設総務係

健
康
こ
ど
も
部

令和７年度

定住推進係

シティプロモー

ション係

経営管理係

維持普及係

工務係

定住推進課

下水道課

地
域
振
興
部

建
設
部

国保医療課
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人
事
異
動

※（

　）内
は
旧
所
属
職
名

【
部
長
級
】

◦�

市
民
生
活
部
長
・
重
茂
猛（
道
路
課
長
）

◦�

建
設
部
長
・
蛭
田
健
次（
東
北
地
方
整
備
局
）

◦�

福
祉
部
長
・
菊
池
司（
秘
書
政
策
課
長
）

◦�

健
康
こ
ど
も
部
長
・
阿
部
勇
悦
（
健
康
福

祉
部
次
長
）

◦�

石
鳥
谷
総
合
支
所
長
・
畠
山
夕
子
（
定
住

推
進
課
長
）

◦�

議
会
事
務
局
長
・
冨
澤
秀
和（
議
事
課
長
）

【
次
長
級
】

◦�

建
設
部
次
長
兼
都
市
政
策
課
長
・
藤
井
善

也（
都
市
政
策
課
長
）

◦�

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
・
阿
部
善
典

（
収
納
課
長
）

【
課
長
級
】

総
合
政
策
部

◦�

秘
書
政
策
課
長
・
粒
針
満(

広
報
情
報
課
長)

◦�

広
報
情
報
課
長
・
鎌
田
明
洋
（
秘
書
政
策

課
長
補
佐〔
調
整
担
当
〕）

◦�

総
合
政
策
部
付
特
命
課
長（
岩
手
中
部
広

域
行
政
組
合
派
遣
）・
加
藤
充（
防
災
危
機

令和７年度

課
長
級
以
上
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

 

本
館
人
事
課
（
緯
41-

３
５
０
９
）

管
理
課
長
補
佐
）

地
域
振
興
部

◦�

定
住
推
進
課
長
・
松
浦
秀
樹
（
総
合
政
策

部
付
特
命
課
長〔
岩
手
中
部
広
域
行
政
組

合
派
遣
〕）

財
務
部

◦�

財
政
課
長
・
梅
原
徹（
財
政
課
長
補
佐〔
財

政
担
当
〕）

◦�

契
約
管
財
課
長
・
千
葉
孝
典（
財
政
課
長
）

◦�

市
民
税
課
長
・
佐
藤
ひ
と
み
（
長
寿
福
祉

課
長
）

◦�

資
産
税
課
長
・
蟹
澤
一
憲
（
商
工
労
政
課

長
補
佐
兼
企
業
立
地
推
進
室
主
任
主
査
）

◦�

収
納
課
長
・
菅
原
一
憲
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
）

商
工
観
光
部

◦�

商
工
労
政
課
企
業
立
地
推
進
室
産
業
団

地
整
備
推
進
監
・
寺
林
和
弘
（
商
工
労
政

課
企
業
立
地
推
進
室
次
長
）

建
設
部

◦�

道
路
課
長
・
中
野
敬（
道
路
課
長
補
佐〔
整

備
担
当
〕）

福
祉
部

◦�

地
域
福
祉
課
長
・
長
山
義
博
（
健
康
福
祉

部
地
域
福
祉
課
長
）

◦�

長
寿
福
祉
課
長
・
大
川
尚
子
（
就
学
前
教

育
課
長
）

◦�

障
が
い
福
祉
課
長
・
瀬
川
文
彦
（
健
康
福

祉
部
障
が
い
福
祉
課
長
）

◦�

国
保
医
療
課
長
・
藤
原
康
之
（
健
康
福
祉

部
国
保
医
療
課
長
）

健
康
こ
ど
も
部

◦�

こ
ど
も
課
長
・
松
原
弘
明
（
健
康
福
祉
部

こ
ど
も
課
長
）

◦�

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長
・
佐
々
木
彰

子（
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

所
長
）

◦�

健
康
づ
く
り
課
長
・
伊
藤
浩
（
健
康
福
祉

部
健
康
づ
く
り
課
長
）

◦�

地
域
医
療
対
策
課
長
・
佐
々
木
祐
子
（
総

務
課
長
補
佐
）

生
涯
学
習
部

◦�

賢
治
ま
ち
づ
く
り
課
長
・
大
竹
誠
治
（
地

域
づ
く
り
課
長
補
佐
）

◦�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
・
奥
山
俊
至
（
市
民

税
課
長
）

議
会
事
務
局

◦�

議
事
課
長
・
小
原
賢
史（
契
約
管
財
課
長
）

教
育
委
員
会
教
育
部

◦�

学
務
管
理
課
長
・
小
原
聡
直
（
中
部
教
育

事
務
所
主
任
経
営
指
導
主
事
）

◦�

就
学
前
教
育
課
長
・
鈴
森
早
織
（
賢
治
ま

ち
づ
く
り
課
長
）

【
消
防
監
】

◦�

消
防
本
部
消
防
長
・
戸
来
達
也
（
消
防
本

部
次
長
兼
総
務
課
長
）

【
消
防
司
令
長
】

◦�

消
防
本
部
次
長
兼
警
防
課
長
・
小
原
敏
裕

（
警
防
課
長
）

◦�

消
防
本
部
総
務
課
長
・
小
原
光
（
総
務
課

長
補
佐〔
常
備
消
防
担
当
〕）

◦�

花
巻
中
央
消
防
署
長
・
小
原
一
志
（
花
巻

北
消
防
署
長
）

◦�

花
巻
北
消
防
署
長
・
松
田
真
（
花
巻
中
央

消
防
署
東
和
分
署
長
）
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低所得世帯などが対象です

一時預かり保育の利用を支援します

　市では、所得の低い世帯などが一時預かり

保育（＊）を利用した際の利用者負担額につい

て、新たに支援を開始します。

■対象および児童１人当たりの補助上限額

※�一時預かり保育の利用日時点で市内に住所

がある人が対象です

対象 補助上限額

生活保護世帯 日額3,000円

住民税非課税世帯 日額2,400円

住民税所得割課税額の世帯合
計が77,101円未満の世帯

日額2,100円

要支援児童または要保護児童の
いる世帯など

日額1,500円

■申請期限　利用日の翌月20日

■�申請方法　オンラインまたは新

館こども課、各総合支所健康福

祉係の窓口へ

＊�一時預かり保育とは

　保護者が仕事や病気、冠婚葬祭などのた

め、家庭での保育が困難なときに、保育園

でお子さんを一時的に預かるものです。

■�預かり日　保育園の開所日のおおむね午

前８時30分から午後４時30分までの必要

な時間

※�一時預かりを行っていない保育園もあり

ます。また、利用料は保育園

によって異なります。詳しく

は、市ホームページをご覧く

ださい

【問い合わせ】

��新館こども課（☎41-3150）

文化会館の全館休館
のお知らせ

　文化会館は、来年４月から改修工事のため

全館休館します。来年の予約などを行う際に

はご注意ください。

　皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い

します。

■休館期間　令和８年４月上旬～10月下旬

■工事概要

◦トイレの洋式化工事

◦照明のＬＥＤ化工事

◦変受電設備の改修工事

※�休館期間中、催事相談や休館期間以外の予

約などは通常通り行います。ただし、会場

の下見などはできません

大黒摩季コンサート
を開催します

【問い合わせ】�文化会館（緯24-6511）

■期日　７月27日（日）

■時間　午後５時開演

■�チケット料金　全席指

定8,900円

■�チケット販売開始日時

および申し込み方法

◦�先行…４月７日（月）、午

前10時～４月13日（日）、

ローチケから申し込み

◦�一般…４月27日（日）、午前10時、チケット

ぴあまたはニイチケから申し込み

※�インターネット受付のみとなり

ます。詳しくは文化会館ホーム

ページをご覧ください

【会場・問い合わせ】�文化会館（緯24-6511）

16広報はなまき　No.443

　　日本学生支援機構奨学金返還支援事業補助金　【問い合わせ】 本館定住推進課（☎41-3516）

奨学金返還補助制度
新たな制度を創設！

■対象　次の要件を全て満たす人

◦�日本学生支援機構が貸与する奨学金を返還し

ている人

◦�補助金の認定申請をする時点で30歳未満で、

大学などを卒業してから３年以内の人

�◦�４月１日以降に対象企業（＊）に常用雇用さ

れ、市内に５年以上定住する意思がある人

◦�日本学生支援機構が貸与する奨学金の返還に

対するほかの補助制度を利用していない人

※�本補助金の認定決定後、離職または市外に転

出した人は補助対象外となります

＊�市内に本店または本社がある企業。ただ

し、市外に本店または本社がある企業で

も、県の認定制度である

▲

若者女性活躍関

連企業

▲

働きやすい職場関連企業ーの認

定を受けている企業は本補助金

の対象です。詳しくは市ホーム

ページをご覧ください

■�補助額　返還月額の２分の１（月額上限１万円）

■補助期間　最大60カ月

■市の奨学金や奨学金返還制度　

　市では、大学などを卒業後に市内に居住する

と返還が免除される「はなまき夢応援奨学金」

や、経済的な理由で高校以上への修学が困難な

学生に無利子で貸与する「花巻市奨学金」の二つ

の市独自の奨学金制度を設けています。

　また、市の貸与型奨学金を返還している人を

対象に、返還月額の半額を補助する「ふるさと

奨学生定着事業補助金」のほか、市内の産科医

療機関、保育施設、介護施設などで働く人を対

象にした各種奨学金返還支援制度を実施してい

ます。

■新たな奨学金返還補助制度を創設

　しかし、多くの人が利用している日本学生支

援機構が貸与する奨学金について、一部の職種

を除いて、その返還に対する市の支援制度がな

かったことから、同機構が貸与する奨学金を利

用して大学へ進学、卒業後に市内へ定住し市内

企業に就職した人を対象に、新たな奨学金返還

補助制度を創設しました。

　ほかの奨学金返還補助制度もご利用ください　　　　　

周産期医療確保対策事業費補助金

■�対象　市内の産科医療機関で働く産科医師・

助産師・看護師

■�補助額　返還月額の２分の１

◦市の奨学金…上限なし

◦市以外の奨学金…月額上限１万円

※�職種によって、補助の期間が異なります

■�問い合わせ　地域医療対策課（☎41-3586）

介護人材確保事業補助金

■�対象　市内の対象介護施設などで働く新卒の

介護福祉士など

■�補助額　市の奨学金…返還月額の２分の１

（最大60カ月）

■�問い合わせ　新館長寿福祉課（☎41-3578）

ふるさと保育士確保事業補助金…①

保育士等奨学金返済支援補助金…②

■�対象　市内の私立認可保育施設などに勤務し

ている保育士など

■補助額　返還月額の２分の１

※�補助金の種類によって、補助の期間や上限が

異なります

■�問い合わせ　

①教育委員会学務管理課（☎41-3144）

②新館こども課（☎41-3149）

ふるさと奨学生定着事業補助金

■�対象　大学などを卒業後、市内に住所がある人

■�補助額　市の奨学金…返還月額の２分の１

■�問い合わせ　教育委員会学務管理課（☎41-3144）

��市独自の奨学金制度や返還補助制度について詳

しくは、広報はなまき２月15日号をご覧ください。

　ＮＥＷ  　　　　　
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高
齢
者
と
障
が
い
者
の
人
へ

タ
ク
シ
ー
代
な
ど
の
交
通
費
を
支
援
し
ま
す

障がい者

高齢者

市ホームページ

➊
高
齢
者

　年
間
１
万
２
千
円
分
の
助
成
券
を
交

付
し
ま
す
。

■�

対
象

　80
歳
以
上
の
人
で
、
１
人
暮

ら
し
ま
た
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
暮
ら
し
て
い
る
人
。
な

お
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
が
車
を

持
っ
て
い
な
い
こ
と

※�

本
年
度
か
ら
バ
イ
ク
の
み
所
有
し
て

　助
成
対
象
者
が
入
院
し
た
際
に
は
、

助
成
対
象
者
と
同
一
世
帯
の
人
が
お
見

舞
い
な
ど
の
た
め
に
医
療
機
関
を
訪
問

す
る
場
合
も
、
助
成
券
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
助
成
対
象
者
と
申
請

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

➋
障
が
い
者

　年
間
１
万
８
千
円
分
の
助
成
券
を
交

付
し
ま
す
。

■�

対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度

　▼
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
▼
身
体
障
害
者

手
帳
２
級
（
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
障
が

い
の
み
）
▼
療
育
手
帳
Ａ
▼
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

■�

申
請
方
法

　障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

◦�

➊
高
齢
者
➋
障
が
い
者
の
い
ず
れ
も

該
当
す
る
場
合
は
、
い
ず
れ
か
一
つ

の
助
成
と
な
り
ま
す

◦�

▼
被
災
者
支
援
タ
ク
シ
ー
等
助
成
券

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
▼
入
院
中

の
人
▼
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
中
の

人（
一
部
施
設
を
除
く
）▼
本
人
の
移

動
手
段
と
し
て
自
家
用
車
な
ど
が
あ

る
人
―
は
対
象
外
で
す

普
段
の
生
活
に
使
え
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
等
助
成
券

シ
ー
等
助
成
券
と
併
用
が
可
能
で
す

➊
高
齢
者

■�

対
象

　福
祉
タ
ク
シ
ー
等
助
成
券
の

対
象
と
な
る
上
記
高
齢
者
、
ま
た
は

通
院
に
か
か
る

タ
ク
シ
ー
代
を
助
成

多
世
代
同
居
世
帯
だ
が
日
中
独
居
に

な
る
80
歳
以
上
の
人
で
、
車
を
持
っ

て
い
な
い
人

※�

本
年
度
か
ら
バ
イ
ク
の
み
所
有
し
て

い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す

➋
障
が
い
者

■�

対
象

　福
祉
タ
ク
シ
ー
等
助
成
券
の

対
象
と
な
る
上
記
障
が
い
者

➊
➋
共
通

■�

助
成
額

　通
院
に
利
用
し
た
タ
ク

シ
ー
代
の
片
道
料
金
ご
と
に
、
１
千

円
を
超
え
た
分

■�

年
間
上
限
額

　自
宅
か
ら
医
療
機

関
ま
で
の
距
離
に
応
じ
て
▼
10
㌔
㍍

未
満
…
１
万
２
千
円
▼
10
㌔
㍍
以
上

…
１
万
８
千
円
▼
20
㌔
㍍
以
上
…

２
万
４
千
円
▼
30
㌔
㍍
以
上
…
３
万
円

■�

申
請
方
法

　新
館
長
寿
福
祉
課
（
➊

高
齢
者
の
み
）、
新
館
障
が
い
福
祉
課

（
➋
障
が
い
者
の
み
）、
各
総
合
支
所

健
康
福
祉
係
の
い
ず
れ
か
へ
。
申
請

書
は
申
請
先
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市

し
て
い
ま
す

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
請

　新
館
長
寿

福
祉
課
（
☎
41-

３
５
７
６
）
、
各

総
合
支
所
健
康
福
祉
係
（
大
迫
☎

41-
３
１
２
７
、
石
鳥
谷
☎
41-

３
４
４
７
、
東
和
☎
41-

６
５
１
７
）

■�

申
請
方
法

　印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
へ
。
申
請
書
は
左
記
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　福
祉
タ
ク
シ
ー
等
助
成

券
は
、
市
内
の
路
線
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
お
よ
び
予
約
乗

合
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
支
払

い
に
利
用
で
き
る
券
で
す
。

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
係
（
大
迫

☎
41-

３
１
２
７
、
石
鳥
谷
☎
41-

３
４
４
７
、
東
和
☎
41-

６
５
１
７
）

い
る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

　福
祉
タ
ク
シ
ー
等
助
成

券
の
ほ
か
に
、
通
院
に
利

用
し
た
タ
ク
シ
ー
代
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。

※�
本
助
成
は
、
福
祉
タ
ク

の
上
、
下
記
へ
。
申
請
書
は
左
記
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す

■�

問
い
合
わ
せ
・
申
請

　新
館
障
が

い
福
祉
課
（
☎
41-

３
５
８
１
）
、

2025（R7）.4.119

３以上が市内に住所を有する65歳以上の人で

あること

�④継続的に活動する団体であること

⑤�政治活動や宗教活動を主な目的としていない

団体であること

⑥�暴力団または暴力団などの統制下にある団体

でないこと

■補助対象

　営利を目的としない、地域社会の課題解決・

地域貢献活動

■補助対象経費

　 ▼事務所開設に係る経費（工事費など） ▼初年

度備品費（活動実施に不可欠な備品など） ▼研修

費・謝礼など

■補助額

　対象経費の２分の１以内（上限50万円）

■補助団体数

　１団体程度

■申請期間

　４月７日（月）～25日（金）

 

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
人
へ

 

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

 

介
護
予
防
に
温
泉
施
設
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

 

湯
の
ま
ち
ホ
ッ
ト
交
流
事
業

高齢者の生きがい就労活動を
支援します

�市ホームページ

■応募資格

　次の①～⑥を全て満たす団体

①�市内を拠点として新たに活動を開始する団体

であること

※�既存の団体が新たに活動を始める場合も対象

となります

②�団体およびその代表者の存在が明らかで、か

つ、代表者が市内に住所を有していること

③�団体の構成員が５人以上で、そのうち５分の

【問い合わせ・申請】

 新館長寿福祉課（☎41-3576）

　市では、高齢者が「生きがい」を得られる就労

活動を新たに始める団体に対し、初期費用の一

部を補助しています。

生きがい就労活動とは

　高齢者が社会参加から生きがいを見いだすこと

で、健康維持や介護予防につながる活動のこと。

例…コミュニティカフェの開

設、高齢者の外出支援、配食

サービス

■ 

対
象

　次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
▼
平

成
29
年
４
月
１
日
以
降
に
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
人
▼
免
許
証
返
納

時
、
満
65
歳
以
上
の
人
▼
免
許
返
納
時

お
よ
び
助
成
券
申
請
時
に
市
内
に
住
所

の
あ
る
人

■ 

利
用
期
限

　助
成
券
が
交
付
さ
れ
た
年

度
の
翌
年
度
末
日

■ 

申
請
方
法

　オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
岩
手

県
公
安
委
員
会
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
申

請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

　市
内
温
泉
施
設
の
無
料
利
用
券
10
回
分

を
交
付
し
ま
す
。

※�

利
用
者
が
増
え
て
き
て
お
り
、
予
算

に
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
12
回
分
か
ら
回
数
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
の
混
雑
が
緩
和
す
る
４

月
下
旬
の
申
請
・
来
庁
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

【 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
】 

新
館
長
寿
福
祉
課

（
☎
41-

３
５
７
６
）
、
各
総
合
支
所
健
康
福

祉
係
（
大
迫
☎
41-

３
１
２
７
、
石
鳥
谷
☎

41-

３
４
４
７
、東
和
☎
41-

６
５
１
７
）

【 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
】 

新
館
市
民
生
活
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
41-

３
５
５
１
）
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
係
（
大
迫
☎
41-

３
１
２
６
、石
鳥
谷
☎
41-

３
４
４
６
、東
和

☎
41-

６
５
１
６
）

　市
内
の
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

で
利
用
で
き
る
１
万
円
分
の

助
成
券
を
交
付
し
ま
す
（
１

人
１
回
限
り
）。

申
請
書
は
左
記
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

■
対
象

　65
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
人

■ 

申
請
方
法

　印
鑑
を
持
参
し
、左
記
へ
。

を
持
参
し
、
左
記
へ
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
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宮沢賢治アートストリートに

作品を展示しませんか

　市では、ＪＲ新花巻駅から宮沢賢治記念館登

り口までの道を「宮沢賢治アートストリート」と

称し、賢治作品をモチーフにした10基のモニュ

メントを設置しています。

　モニュメントに展示する、絵画や写真などの

作品を募集します。多くの皆さんからの応募を

お待ちしています。

■応募資格　誰でも応募可能

■�募集内容　「賢治の作品世界」をテーマにした

絵画、切り絵、版画、写真など（Ａ３判、横向き）

■応募期限　５月30日（金）

■�応募方法　作品の裏に①住所②氏名③年齢④

電話番号⑤作品名を記入の上、郵送または持

参で本館賢治まちづくり課へ

【問い合わせ・応募】

��本館賢治まちづくり課（〒025-8601�

花城町9-30�緯41-3591）

❶注文の多い料理店

❷土神ときつね

❸どんぐりと山猫

❹よだかの星

❺オツベルと象

❻雪渡り

❼ツェねずみ

❽カイロ団長

❾やまなし

❿銀河鉄道の夜

モチーフに
なっている作品

※�作品はモニュメントのほか、宮沢

賢治童話村内の「賢治の学校」など

にも展示します。詳しくは、市ホー

ムページをご確認ください

N

❶

❹❺

❻

❼

❽

❾

❿

❸ ❷

国民年金保険料にはさまざまな納付制度があります

　令和７年度の国民年金保険料は月額17,510円

です。保険料は、納付書により金融機関、コン

ビニエンスストアなどで納めることができるほ

か、口座振替など現金以外の納付もできます。

■現金納付のお得な納め方　

　４月に郵送される１年前納用の納付書で納付

した場合、3,730円の割引になります。６カ月前

納用の納付書で納付した場合、850円の割引にな

ります。

☞納付期限は４月30日（水）です

　このほか、２年前納や任意月分の前納ができ

ます。詳しくは、花巻年金事務所へお問い合わ

せください。

■現金納付以外の納め方

　口座振替やインターネットバンキング、クレ

ジットカード、スマートフォンアプリを使用し

【問い合わせ】

��� ▽花巻年金事務所（☎23-3351）

� ▽本館国保医療課（☎41-3585）

� ▽�各総合支所健康福祉係（大迫☎41-3127、石

鳥谷☎41-3447、東和☎41-6517）

納付が難しいときは

　経済的な事情で保険料を納めることが難しい

ときは、申請し承認されると保険料の納付が免

除または猶予される制度を利用できます。

　また、20歳以上の学生は、前年の所得が一定以

下であれば、学生納付特例制度を利用できます。

合わせて知ろう　追納制度

　免除、納付猶予、学生納付特例制度を利用し

た場合、将来受け取る老齢基礎年金額が少なく

なります。そこで、当時の保険料を10年前まで

さかのぼって納めることができる「追納」制度を

利用することで、免除制度などを利

用せずに保険料を納めた場合と同じ

年金額を受け取ることができます。

た電子決済での納付ができます。詳し

くは、日本年金機構のホームページを

ご覧ください。

▼
�応募者全員に応募作

品を複写した記念品
を贈呈します（画像
は昨年度の例）

救急車を呼んでいいか迷った時は

救急時の相談窓口「♯7119」をご利用ください

　県では、４月１日から救急安心センター事

業「♯7119」を始めます。

　

■�どんな時に利用できるの？

　急なけがや体調不良で「すぐに病院を受診

する必要があるかわからない」「この症状で救

急車を呼んでいいかわ

からない」「応急処置の

方法が知りたい」とい

うときの相談先として

利用できます。

　

■「♯7119」でできること

　県内のどこからでも24時間365日、医療相

談業務のトレーニングを受けた看護師が対

応。緊急性の有無や応急処置、受診のタイミ

ングなどの助言を受けられます。

　全国的に救急件数が増加する中「♯7119」に
【���問い合わせ】�消防本部警防課（☎22-6124）

緊急だと判断した場合は、

ためらわずに119番通報しましょう！

電話相談することで、緊急性が高い人に優先

的に救急車を回すことができます。

■「♯7119」に電話するには…

　固定電話や携帯電話から、「♯」のあと

「7119」と押すことで、相談窓口に電話がつな

がります。

　
期
間
中
は
、
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る

街
頭
運
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
10
日

（木）
は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。
一
人
一
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
に
注
意

し
て
行
動
し
、
交
通
事

故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
重
点
項
目

◦�

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
が
安

全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の
確

て
を
あ
げ
て
　
く
る
ま
に
お
し
ら
せ
　
ぼ
く
は
こ
こ

４
月
６
日
～
15
日
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

【���

問
い
合
わ
せ
】�

新
館
市
民
生
活
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
41-

３
５
５
１
）

保
と
、
正
し
い
横
断
方
法
の
実
践

◦�

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
な
が
ら
運

転
な
ど
の
根
絶
、シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
適
切
な
使
用
の
促
進

◦�

自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
の
順
守
の
徹
底

な
く
そ
う
犯
罪

　
ふ
や
そ
う
笑
顔

　
み
ん
な
大
好
き
岩
手
県

４
月
６
日
～
15
日
は
春
の
地
域
安
全
運
動

【���

問
い
合
わ
せ
】�

花
巻
市
防
犯
協
会（
☎

24-

２
９
６
６
）

　
期
間
中
は
、
会
社
や
地
域
、
家
庭
な
ど

で
防
犯
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
、
犯

罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
重
点
項
目

▽�
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
の
犯
罪
被
害
防

止
…
犯
罪
が
起
き
に
く
い
地
域
を
目
指

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や「
な
が
ら
見
守
り
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
公
的
機

関
を
か
た
る
詐
欺
や
架
空
請
求
詐
欺
な

ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
詐
欺
の

手
口
を
知
る
と
と
も
に
、
家
族
や
周
り

の
人
と
情
報
共
有
し
ま
し
ょ
う

▽�

鍵
掛
け
の
励
行
…
自
宅
や
自
動
車
な
ど

の
鍵
掛
け
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
在

宅
中
で
も
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
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～おとなの本棚から～

★『ブルーインパルス 35秒の

奇跡』

―宇都宮直子（小学館）

重な証言から見えてくる、隊

員たちの持つ使命感と、それ

とは裏腹な自由闊
かったつ

達な雰囲

気。空の精鋭たちの魂の記録。

～こどもの本棚から～

★『子ねずみウォルターはのんび

りや』―マージョリー・フラック 

作、おびかゆうこ 訳（徳間書店）

　ねずみ一家の

末っ子ウォル

ターは、のんび

りや。ある日、

学校から家に帰

ると、家の中は

今月のおすすめの本

◆
花
巻
図
書
館

　☎
23
‐
５
３
３
４

●
お
は
な
し
会[

時
間
は
20
分

程
度]

①
０
～
２
歳
児
対
象
…
４
月
18

日
（金）
、
午
前
11
時
②
３
～
４
歳

児
対
象
…
４
月
12
日

（土）
、
午
前

10
時
30
分
③
５
歳
～
小
学
校
低

学
年
対
象
…
４
月
26
日

（土）
、
午

前
10
時
50
分

●
こ
ど
も
映
画
会

▼
４
月
19
日

（土）
、
午
前
10
時
30

分
～
11
時
15
分
、
ア
ニ
メ「
忍
た

ま
乱
太
郎
の
交
通
安
全
」ほ
か

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間
関
連
行

事《
こ
ど
も
映
画
会
》

▼
５
月
４
日

（日）
・

（祝）
、
午
前
10

時
30
分
～
11
時
15
分
、
ア
ニ
メ

「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー『
天
国
と
地

獄
』」ほ
か

●
休
日
ほ
っ
と
映
画
会

▼
４
月
27
日

（日）
、
午
前
10
時
～

11
時
25
分
、
映
画
「
釜
石
ラ
ー

メ
ン
物
語
」

●
４
月
の
テ
ー
マ
図
書
展

▼
《
サ
ク
ラ
サ
ク
～
春
を
感
じ

よ
う
～
》
▼
《
あ
た
ら
し
い
春 

な
か
よ
し
を
み
つ
け
よ
う
！
》

▼《
こ
ど
も
の
読
書
週
間 

元
気

が
い
ち
ば
ん
》

◆
大
迫
図
書
館

　☎
48
‐
２
２
４
４

●
お
は
な
し
会
《
春
っ
て
ワ
ク

ワ
ク
！
》

▼
対
象
…
小
学
生
以
下
▼
日
時

…
４
月
12
日

（土）
、
午
前
10
時
～

11
時

●
テ
ー
マ
図
書
展
《
お
悩
み
解

決
の
本
》

４
月
３
日

（木）
～
30
日

（水）

●
県
立
図
書
館
巡
回
展
《
手
づ

く
り
絵
本
》

４
月
３
日

（木）
～
６
日

（日）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
《
震
災
復
興

ポ
ス
タ
ー
》

４
月
５
日

（土）
～
27
日

（日）

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間
関
連
企

画《
春
の
ほ
ん
ま
つ
り
》

４
月
19
日

（土）
～
５
月
12
日

（月）

◆
石
鳥
谷
図
書
館

　

　☎
45
‐
６
８
８
２

●
土
曜
わ
く
わ
く
タ
イ
ム[

毎

週
土
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
、

お
は
な
し
会
と
映
画
会]

▼
４
月
５
日
、
ア
ニ
メ
「
ま
め

う
し
く
ん
の
交
通
安
全
」
ほ
か

▼
４
月
12
日
、
ア
ニ
メ
「
森
の

な
か
ま
た
ち
」
▼
４
月
19
日
、

ア
ニ
メ
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
ど
も
人
形

劇
場
⑨
日
本
編 

一
休
さ
ん
、

さ
ん
ね
ん
ね
た
ろ
う
」
▼
４
月

26
日
、ア
ニ
メ「
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
制
作
ア
ニ
メ
集
よ
り 

３
匹
の
子
ぶ
た
、
い
た
ず
ら
子

猫
、
う
さ
ぎ
と
か
め
」

●
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー《
書
見
台
展
》

４
月
３
日

（木）
～
27
日

（日）

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間
関
連

図
書
展
《
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

25
周
年
～
手
を
つ
な
い
で
～
》

《
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
絵
本
》

４
月
15
日

（火）
～
６
月
１
日

（日）

●
図
書
企
画
展
《
地
域
の
宝
～

特
産
物
を
知
ろ
う
～
》

４
月
22
日

（火）
～
６
月
１
日

（日）

◆
東
和
図
書
館

　☎
42
‐
３
２
０
２

●
東
和
図
書
館
開
館
20
周
年
記

念 

東
和
図
書
館
結
い
の
会
自

主
事
業

▼
日
時
…
４
月
13
日

（日）
、
午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
▼
内
容

…
郷
土
を
知
る
座
学
「
オ
ペ
ラ

歌
手 

伊
藤
敦
子
を
語
る
」（
講

師
は
伊
藤
敦
子
氏
縁
族
の
伊
藤

千
春
さ
ん
）▼
参
加
料
…
無
料

●
東
和
図
書
館
開
館
20
周
年
記

念
・
こ
ど
も
の
読
書
週
間
関
連

企
画
事
業
《
あ
ま
の
さ
く
や
さ

ん
と
作
る
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
の

蔵
書
印
》

▼
対
象
…
小
学
生
以
上
（
小
学

１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
）▼

日
時
…
４
月
26
日

（土）
、
午
後
２

時
～
４
時
▼
内
容
…
５
㌢
㍍
四

方
の
消
し
ゴ
ム
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

蔵
書
印
を
彫
り
ま
す
（
講
師
は

絵
は
ん
こ
作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
あ
ま
の
さ
く
や
さ
ん
）
▼

定
員
…
10
人（
先
着
順
）▼
参
加

料
…
１
２
０
０
円（
材
料
代
）▼

申
込
期
間
…
４
月
８
日

（火）
～
20

日
（日）
▼
申
し
込
み
方
法
…
オ
ン

ラ
イ
ン
ま
た
は
電
話

●
土
曜
親
子
映
画
会

▼
４
月
12
日

（土）
、
午
前
10
時
30

分
～
11
時
20
分
、
ア
ニ
メ
「
ふ

る
さ
と
日
本
の
昔
ば
な
し
決
定

版 

郷
土
名
作 

北
海
道
・
東
北
・

北
関
東
」

●
日
曜
く
つ
ろ
ぎ
の
映
画
会

▼
４
月
27
日

（日）
、
午
後
２
時
～

３
時
55
分
、
映
画
「
命
の
ビ
ザ 

【各図書館の休館日】

花巻・大迫＝４月１日（火）・29日（火・祝）、５月１日（木）・３日（土・祝）・５日（月・祝）・６日（火・振休）
石鳥谷・東和＝毎週月曜日、４月１日（火）・29日（火・祝）、５月１日（木）・３日（土・祝）・６日（火・振休）

　東日本大震災

や東京五輪の時

にブルーインパ

ルスの隊員は何

を考え、どう行

動したのか。貴

からっぽ。引っ越しで置いて

けぼりに！？　家族とはぐれ

た子ねずみの大冒険をほのぼ

のと描いた１冊。

六
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た

日
本
領
事
の
決
断
」

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
《
阿
部
正
介

切
り
絵
展『
ロ
マ
ン
ス
』》

４
月
１
日

（火）
～
30
日

（水）

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間
関
連
図

書
展《
春
を
み
つ
け
よ
う
》

４
月
２
日

（水）
～
30
日

（水）

●
企
画
図
書
展
《
万
博
・
関
西
・

お
も
ろ
い
な
》

４
月
２
日

（水）
～
６
月
１
日

（日）

■本庁（本館・新館）　〒025-8601　花城町9-30　　　　☎24-2111　思24-0259
■大 迫 総 合 支 所　〒028-3203　大迫町大迫2-51-4　☎48-2111　思48-2943
■石鳥谷総合支所　〒028-3163　石鳥谷町八幡4-161　☎45-2111　思45-3733
■東 和 総 合 支 所　〒028-0192　東和町土沢8-60　　☎42-2111　思42-3605

【お知らせ中の表記】●本＝本館　●新＝新館　■支＝全ての総合支所　■大＝大迫総合支所　■石＝石鳥谷総合支所　■東＝東和総合支所
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■早池峰大償神楽公演「春の舞」

　毎年恒例の早池峰大償神楽「春

の舞」をぜひご鑑賞ください。

【期日】 ４月27日（日）

【時間】 午後１時30分～４時ごろ

【会場】 神楽の館

※入場無料、申し込み不要です

【問い合わせ】 大償神楽保存会事

務局（☎090-6253-2965）

■早池峰岳神楽公演「桜の舞」

　大迫郷土文化保存伝習館の今

シーズンの開館を記念した公演で

す。

【期日】 ５月４日（日・祝）

【時間】 午後１時～４時ごろ

【会場】 大迫郷土文化保存伝習館

※入場無料、申し込み不要です

【問い合わせ】 教育委員会文化財

課（☎41-3152）

■大迫「神楽の日」４月公演

　（大償神楽）

【期日】 ４月13日（日）

【時間】 午前11時～午後３時

※正午ごろから１時間休憩あり

【会場】 大迫交流活性化センター

【入場料】 1,000円

※申し込みは不要です

【問い合わせ】 ■大産業係（☎41-3122）

■花巻市博物館ワークショップ

①勾
まがたま

玉つくり

【期日】 ５月３日（土・祝）

【参加料】 340円（材料費）

【定員】 20人（先着順）

【申込期間】 ４月３日（木）

～５月２日（金）

②琥
こ は く

珀玉つくり

【期日】 ５月４日（日・祝）

【参加料】 2，200円（材料費）

【定員】 20人（先着順）

【申込期間】 ４月４日（金）

～５月３日（土・祝）

③縄文弓矢・火起し体験

【期日】 ５月５日（月・祝）

【参加料】 無料

【定員】 20人（先着順）

【申込期間】 ４月５日（土）

～５月４日（日・祝）

①～③共通

【時間】 午後１時30分～３時

【申し込み方法】 オンラインまた

は電話

【会場・問い合わせ・申し込み】 花

巻市博物館（☎32-1030）

■陸上自衛隊第９音楽隊

　コンサートin花巻

【日時】 ６月１日（日）、午後２時開

演（午後１時30分開場）

【入場料】 無料

【応募方法】 往復はがきに ▼住所

▼氏名（ふりがな） ▼応募する席数

（１応募につき２席まで） ▼電話番

号 ▼車いす席利用の有無ーを記入

の上、下記へ

※同一人物による重複申し込みは

禁止です。また、小学生以下は保

護者の同伴が必要、なお未就学児

は入場不可です

【応募期限】 ４月25日（金）必着

※応募多数の場合は抽選となりま

す。抽選結果は５月９日（金）まで

に発送します。当選のお知らせが

届いた場合、そのはがきが入場券

となりますので、当日必ずお持ち

ください

【会場・問い合わせ・申し込み】 文

化会館（〒025-0097 若葉町3-16-

22 ☎24-6511）

■普通救命講習Ⅰ

【期日】 ５月10日（土）・17日（土）

【時間】 午前９時～正午

【会場】 花巻市消防本部

【内容】 ＡＥＤの使い方を含めた心

肺蘇生法や止血法、異物除去法など

【定員】 各日10人（先着順）

※参加者が３人未満の場合は中止

することがあります

【受講料】 無料

【募集期間】 ４月１日（火）～30日（水）

【申し込み方法】 オンラ

インまたはお近くの消防

署、分署、分遣所へ

【問い合わせ】 消防本部警防課（☎
22-6124）

■手話奉仕員養成講座

　聴覚障がい者に関する知識と、

コミュニケーションに必要な初歩

的な手話技術を習得します。

【対象】 入門課程46時間、基礎課

程46時間、合計92時間の受講が可

能な人

【期日】 ５月～令和８年12月の土

曜日（２カ年）

※講座回数の調整のため、開催し

ない週があります

【時間】 午後２時～４時

【会場】 まなび学園（予定）

【定員】 15人（抽選）

【受講料】 無料（教材費は自己負

担）

【申込期間】 ４月７日（月）～18日

（金）、午前９時～午後５時

【問い合わせ・申し込み】 ●新障がい

福祉課（☎41-3581）

■�第27回岩手県障がい者スポーツ

大会

　スポーツを通じて、障がい者の

自立と社会参加を推進することを

目的に開催します。

【対象】 県内在住の13歳以上の身

体・知的・精神の障がいのある人

【日時】 ６月７日（土）、午前10時

【会場】 県営運動公園（盛岡市）ほか

【競技種目】 陸上、水泳、卓球、ボ

ウリング、フライングディスクなど

【申込期限】 ４月16日（水）

※申し込み方法など、詳しくは岩

手県障がい者スポーツ

協会のホームページを

ご覧ください

【問い合わせ・申し込み】 ●新障がい

福祉課（☎41-3581）



■本庁（本館・新館）　〒025-8601　花城町9-30　　　　☎24-2111　思24-0259
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��上記相談には定員があります（先着順）。申し込みは、申込開始日の午

前９時から実施日前日の午後２時までに電話で同センターへ

書類作成に係る相談は受け付けておりません

【問い合わせ・申し込み】�●新市民生活総合相談センタ―（☎41-3550）

相談名 実施日 時間 会場 申込開始日

弁護士法律相談 ４月９日（水）10:00～15:00

市民生活総合相談センター
（本庁新館１階）

４月８日（火）

司法書士法律相談 ４月16日（水）13:30～15:30 ４月９日（水）

消費者救済資金貸付相談 ４月17日（木）13:00～17:00 ４月10日（木）

弁護士法律相談 ４月23日（水）10：00～15：00 ４月22日（火）

暮らしの行政書士相談 ４月24日（木）13：30～15：30 ４月17日（木）

市民生活
（人権・行政）相談

４月11日（金）10：00～12：00

市民生活総合相談センター

申し込みは
不要です

大迫総合支所第２会議室

石鳥谷総合支所中会議室

東和総合支所第３会議室

■無料相談をご利用ください

　法律や人権、行政、多重債務などの無料相談会を年間を通して開催し

ています。日程や会場などは「広報はなまき」で随時お知らせします。

　また、定期購入のトラブルについて学べる出前講座も行っています。

詳しくはお問い合わせください。

●実施している相談会

　弁護士法律相談（予約必要）、司法書士法律相談（予約必要）、暮らしの

行政書士相談（予約必要）、消費者救済資金貸付相談（予約必要）、市民生

活相談（人権・行政）〔予約不要〕

■歯のテレホン相談

　歯や口の健康に関する相談に歯

科医師が応えます。

【受付日時】�４月18日（金）、午前10

時～午後７時

※午後７時以降、歯科医師から相

談者に折り返し電話します

【相談料】�無料

※通話料はかかります

【相談・問い合わせ】�岩手県保険医

協会ヨイ歯デーテレホン相談係

（☎019-651-7341）

■おもちゃ美術館へ無料ご招待

　花巻おもちゃ美術館への親子特

別招待券を、３歳以上には通園し

ている市内の保育園・幼稚園・認定

こども園を通じて、未満児には乳

幼児健診を通じて配布します。

【対象】�市内在住の平成31年４月２

日～令和７年12月生まれの子ども

【有効期間】�４月～令和８年12月

※市外に通園している場合などは

下記へお問い合わせください

【問い合わせ】�花巻おもちゃ美術

館（☎080-9257-7987）

■ウシ、家きんの飼育状況定期報告

　ウシ、家きん（愛玩用含む）を飼

養している人は、２月１日時点の

飼養状況を報告書に記入し、下記

のいずれかに提出してください。

【提出期限】� ▼ウシ…４月15日（火）

▼家きん…６月16日（月）

【提出先】�県南家畜保健衛生所、

農政課、■支産業係

【問い合わせ】�岩手県県南家畜保

健衛生所（☎0197-23-3531）

■不動産に関する無料電話相談会

【期日】�４月11日（金）

【相談時間、相談先】� ▼午前９時

～正午…新沼不動産鑑定事務所

（☎019-613-9292）、古水不動産鑑

定事務所（☎0192-47-3192）、五

島不動産鑑定事務所（☎019-601-

6252） ▼午後１時～４時…大下不

動産鑑定・コンサルティング(株)

（☎019-621-2421）、（有）国土鑑定研

究所（☎019-601-6600）、服部不動

産鑑定（株）（☎019-658-8271）

※予約不要

【相談内容】� 不動産に関する売

買、賃貸借、相続、交換、担保、

訴訟など不動産に関する全般

【問い合わせ】�岩手県不動産鑑定

士協会（☎019-604-3070）

■盛土規制法の運用に関する

　説明会

　５月23日の制度運用開始に向

け、事業者などを対象に説明会を

開催します。申し込み不要です。

【日時】�４月18日（金）、午後２時30分

【会場】�アイーナ（盛岡市）

【問い合わせ】�県土整備部都市計画

課盛土対策担当（☎019-629-5927）

■�パーキンソン病に関する講演会

【日時】�４月27日（日）、午後１時～４時

【会場】�文化会館

【内容】� ▼適切な治療を受けるた

めに病気、自分の症状を知る ▼症

状を軽減するリハビリ ▼バイオリ

ン演奏を聞いてリラックス

【入場料】�無料

【申込期限】�４月21日（月）

【問い合わせ・申し込み】�（一社）全

国パーキンソン病友の会岩手県支

部�端坂（☎080-8086-2746）

■�自衛隊への情報提供の除外申請

　市では、18歳となる人の情報を

法令に基づき自衛隊に提供してい

ます。情報提供を望まない場合

は、除外申請を行うことで対象か

ら除外することができます。

【対象】�平成19年４月２日～20年

４月１日生まれの人

【期間】�４月１日（火）～５月９日（金）

※申請方法など詳しく

は市ホームページをご

覧ください

【問い合わせ】�●本防災危機管理課

（☎41-3512）

情報 information

無料アプリ

で広報はなまきをご覧

いただけます
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■�下水道使用料の申告・届け出

　下水道使用料は上水道の使用水

量を基に計算しています。次に該

当する場合は、市に申告または届

け出をお願いします。

①�育苗などで大量の水道水を使用

する場合

　下水道施設に流さない水量を申

告することで下水道使用料が減額

になる場合があります。

【対象】 育苗に使用する水道が上

水道で、公共下水道や農業集落排

水施設を使用している人

※戸別浄化槽の場合は対象外

【申告期限】 使用月のメーター検

針日から７日以内

【申告方法】 汚水量申告書に、下

水道施設へ流す水量・流さない水

量、その算出根拠を記入の上、「水

道使用水量等のお知らせ」を添え

て下記のいずれかの窓口へ

※日頃から下水道施設に流さない

水道水を使用している場合は、計

量メーターの設置をお勧めします

②自家水（井戸水）を使用する場合

　自家水を使用して公共下水道や

農業集落排水施設に流している場

合は、使用者の状況を考慮し、市

が認定する使用水量を基に下水道

使用料を計算しています。使用場

所や世帯員の構成が変わった場合

は、変更の届け出が必要です。

※正確な使用水量を把握するた

め、自家水用計量メーターの設置

をお願いします

①②共通

【申請窓口】 ●新下水道課、■支建設係

【問い合わせ】 ●新下水道課（☎41-3563）

■市政懇談会

期日 地区 会場

４月25日（金）花巻中央 まなび学園

【時間】 午後６時（１時間30分程度）

※そのほかの地区についても広報は

なまきなどで順次お知らせします

【問い合わせ】 ●本地域づくり課（☎
41-3514）

■針葉樹の小口買い取り

　搬入受け入れ日（４～６月分）

【期日】 ４月９日（水）・26日（土）、５

月７日（水）・24日（土）、６月４日（水）・

21日（土）

【時間】 午前10時～午後３時

【搬入場所】 ▼中根子ステーション

〔中根子字弐拾弐神明4-10〕 ▼大迫

ステーション〔大迫町大迫1-4〕 ▼三

郎堤ステーション〔幸田8-408-1〕

【問い合わせ】 花巻市森林組合（☎
41-4555）、同大迫事業センター（☎
48-5311）、農村林務課（☎23-1400）

■市民団体の活動を応援します

　市民団体などが自主的に実施す

る公益的な活動を支援します。

【対象団体】 市内を拠点に活動す

る市民活動団体など、共通の目的

を持った市民で構成される団体

【対象事業】 市内の広い範囲に受

益が及ぶもので、新たに取り組む

営利を目的としない事業

【補助金額】 補助対象経費の３分

の２以内（限度額30万円）

※１団体につき１事業。ほかの補

助金などを受ける場合は対象外

【申請期限】 令和８年１月30日（金）

※先着順で審査・決定。補助金総額

が予算額に達した時点で締め切りま

す。申請方法など詳しくは下記へ

【問い合わせ】 ●本地域づくり課（☎
41-3514）

■�水道メーターの交換にご協力を

　水道メーターは８年に１度交換

が必要で、交換対象となる場合、

検針票にその旨を記載しています。

　交換作業は、岩手中部水道企業

団が発行した身分証明書を所持し

た作業員が行います。不審に思っ

た場合は提示を求めてください。

※交換に係る費用は請求しません

【問い合わせ】 岩手中部水道企業

団（☎41-5317）

■�教育振興審議会委員

　教育行政の基本的施策につい

て、ご意見をいただく委員です。

【応募資格】 市内在住の18歳以上

の人

【任期】 ５月～令和９年４月（予定）

【募集人数】 ２人以内（選考）

【応募期限】 ４月16日（水）、午後５時

【応募方法】 ①住所②氏名③年齢

④性別⑤職業⑥電話番号⑦市の

教育振興に関する考え（400字程

度。様式は自由）を記入の上、オ

ンライン、郵送、ファ

クス、メール、持参の

いずれかで下記へ

【問い合わせ・応募】 教育委員会教

育企画課（〒028-3163 石鳥谷町八

幡4-161 ☎41-3141 思45-1321 死

kyouiku-k@city.hanamaki.iwate.jp）

■ポリテクセンター岩手

　公共職業訓練受講生

【訓練期間】 ６月３日（火）～11月26

日（水）

【募集科】 ビル管理技術科

【定員】 16人

【受講料】 無料

【申込期間】 ４月３日（木）～22日（火）

※申し込み方法など詳しくは下記へ

【会場・問い合わせ】 ポリテクセン

ター岩手（☎23-5712）

■花きふれあい研修寄せ植えコース

【期日】 ６月４日（水）

【時間】 ①午前10時～正午②午後

１時30分～３時30分

【定員】 各回25人（抽選）

【参加料】 2,500円程度（材料代）

【募集期間】 ４月７日(月)～25日(金)

【応募方法】 電話またはメール。

メールの場合は ▼氏名 ▼住所 ▼電

話番号 ▼希望時間－を明記

【会場・問い合わせ・応募】 県立花

きセンター（☎0197-43-2107 死

CE0029@pref.iwate.jp）
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・大迫総合支所 健康づくり窓口   大迫町大迫2-51-4　☎41-3128 
・石鳥谷総合支所 健康づくり窓口 石鳥谷町八幡4-161 ☎41-3448
・東和総合支所 健康づくり窓口   東和町土沢8-60　　☎41-6518 

【お知らせ中の表記】
・ 健康づくり課（花巻保健センター） 南万丁目970-5 ●＝企画総務係☎41-3607、
●＝予防推進係☎41-3608、●＝成人保健係☎41-3613、●＝健診管理係☎41-3614

・こども家庭センター（花巻保健センター） 南万丁目970-5 ●＝母子保健係☎41-3609

健成

母

予

企
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■妊娠前相談（予約制）

　妊娠に関するさまざまな悩み

に、助産師や保健師が個別に対応

しサポートします。秘密は守られ

ます。パートナーの同席も可能で

す。

【対象】� 市内在住で、将来妊娠

を考えている女性およびその夫

（パートナー）

※未婚・既婚は問いません

【実施日】�月～金曜日（祝日を除

く）

【時間】�①午前９時～11時②午後

１時～４時

※相談時間は30分～１時間が目安

【会場】�花巻保健センター

【相談内容】�月経・排卵リズムの確

認、不妊に関する悩み、食生活や

ライフスタイルの見直しなど

【予約】�こども家庭センター●母

■乳幼児健診など（対象者に通知済み）

※東和保健センターでの各種乳幼児健
診は、偶数月に実施しています

　ご案内の日程で受けられない場合は日時の変更も可能ですので、必ず

事前にこども家庭センター●母または各総合支所健康づくり窓口へ電話で

ご連絡ください。

７カ月児健診

実施日 会場 受付時間 対象

４月10日（木）花巻保健センター 13：30～13：45 ６年９月１日～15日生まれ

４月11日（金）石鳥谷保健センター 12：30～12：45 ６年９月生まれ

４月24日（木）花巻保健センター 12：45～13：00 ６年９月16日～30日生まれ

４月25日（金）東和保健センター 12：45～13：00 ６年８月～９月生まれ

１歳６カ月児健診

実施日 会場 受付時間 対象

４月11日（金）石鳥谷保健センター 12：45～13：00 ５年９月生まれ

４月15日（火）花巻保健センター 12：45～13：15 ５年９月16日～10月15日生まれ

４月25日（金）東和保健センター　　 12：45～13：00 ５年８月～９月生まれ

２歳児親子歯科健診

実施日 会場 受付時間 対象

４月16日（水）花巻保健センター 12：45～13：15 ４年10月生まれ

４月18日（金）石鳥谷保健センター 12：45～13：15 ４年９月～11月生まれ

４月25日（金）東和保健センター 12：45～13：00 ４年９月～10月生まれ

３歳児健診

実施日 会場 受付時間 対象

４月９日（水）花巻保健センター 12：45～13：15 ３年10月16日～31日生まれ

４月11日（金）石鳥谷保健センター 13：00～13：15 ３年10月生まれ

４月23日（水）花巻保健センター 12：45～13：15 ３年11月１日～15日生まれ

４月25日（金）東和保健センター 12：45～13：00 ３年９月～10月生まれ

離乳食教室

実施日 会場 受付時間 対象

４月21日（月）花巻保健センター  9:30～ 9:45 ６年11月16日～12月15日生まれ

４月25日（金）東和保健センター 12：45～13：00 ６年11月～12月生まれ

育児学級

実施日 会場 受付時間 対象

４月17日（木）花巻保健センター  9：15～ 9：30 ６年５月１日～15日生まれ

４月25日（金）東和保健センター 13：00～13；15 ６年４月～５月生まれ

定例小児相談（予約制）

実施日 会場 相談時間 対象 予約先

４月７日（月）花巻保健センター  9：00～12：00 乳幼児 こども家庭センター●母

■特定健康診査など（４月14日～５月２日分）

　病気を未然に防ぎ、健康な生活を送るためにも必

ず受診しましょう。検診の対象者には、約２～３週

間前に受診票を送付します。

【対象】�40歳以上の国民健康保険加入者

【持ち物】�マイナ保険証または資格確認書、事前に

送付する受診票、問診票、採尿容器

【問い合わせ】�健康づくり課●健、各総合支所健康づ

くり窓口

期日 受付時間 会場 対象行政区

４月
14日（月）

 9：45～11：15
外川目振興センター

外川目第３・４

13：00～14：30 外川目第１・２

４月
15日（火）

 9：45～11：15 亀ケ森振興センター
（旧亀ケ森小学校）

亀ケ森第３

13：00～14：30 亀ケ森第１

４月
16日（水）

 9：45～11：15 亀ケ森振興センター
（旧亀ケ森小学校）

亀ケ森第２

13：00～14：30 亀ケ森第４

４月
17日（木）

10：00～11：00
田瀬振興センター

田瀬第１

13：00～14：30 田瀬第２・３

４月
18日（金）

 9：45～11：15
浮田振興センター

中内第３・５

13：00～14：30 中内第４

４月
21日（月）

 9：45～11：15
谷内振興センター

谷内第４

13：00～14：30 土沢第６

４月
22日（火）

 9：45～11：15
谷内振興センター

谷内第２

13：00～14：30 谷内第１・３

４月
23日（水）

 9：45～11：15 東和コミュニティセ
ンター

土沢第９
13：00～14：30

４月
24日（木）

 9：45～11：15 東和コミュニティセ
ンター

土沢第４

13：00～14：30 土沢第３

４月
25日（金）

 9：45～11：15
大瀬川振興センター

石鳥谷第８

13：00～14：30 石鳥谷第７・９

４月
30日（水）

 9：45～11：15
石鳥谷生涯学習会館

石鳥谷第19

13：00～14：30 石鳥谷第16

５月
１日（木）

 9：45～11：15
八幡振興センター

八幡第１

13：00～14：30 八幡第７

５月
２日（金）

 9：45～11：15
八幡振興センター

八幡第５・６

13：00～14：30 八幡第３・４

■母子健康手帳交付（予約制）

【実施日】�月～金曜日（祝日を除

く）

【受付時間】�午前９時～午後４時

【交付場所・問い合わせ・予約】�こ

ども家庭センター●母、各総合支所

健康づくり窓口

■パパママ教室

【対象】�初めてパパやママになる

人（妊娠７～８カ月ごろ）

【期日】�５月17日（土）

【受付時間】�午前９

時15分～９時30分

【会場】�花巻保健センター

【内容】�２時間程度の子育てレッ

スン（赤ちゃんの入浴方法）

【持ち物】�母子健康手帳、飲み物

（必要な人）

※動きやすい服装でお越しくださ

い

【定員】�12組（先着順）

【申込開始日】�４月17日（木）

【申し込み方法】�オンラ

イン

【問い合わせ】�こども家

庭センター●母

■�中部保健所　令和７年度定例検査事業

　県中部保健所では、令和７年度の定例検査事業を

実施します。検査は予約が必要です。詳しくは下記

へお問い合わせください。

➊�定例検査

【期間】� ▼ ��４月～７月…第２・第４火曜日 ▼ �８月～令

和８年３月…第１・第３火曜日

【時間】�午前10時30分～11時30分、午後１時～２時

【検査内容】�①ＨＩＶ抗体検査②性器クラミジア病

原体検査③梅毒検査④Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査

⑤ＨＴＬＶ-１抗体検査

※�①～④は、匿名で受検できます

➋骨髄バンクバナー登録

【期間】� ▼４月～７月…第４火曜日 ▼ �８月～令和８

年３月…第３火曜日

【時間】�午後２時～３時

➊➋共通

【会場】�花巻地区合同庁舎（花城町1-41）

【費用】�無料

【申し込み方法】�前日までに電話で下記へ

【問い合わせ・申し込み】�岩手県中部保健所保健課

（☎22-4952）

定期健康診査会場での資格確認について

　これまでは特定健康診査の資格確認に紙

の保険証を使っていましたが、４月からは

マイナ保険証（健康保険証を利用登録した

マイナンバーカード）または資格確認書で

資格確認を行います。

��受診の際には、マイナ保険証または資格

確認書を忘れずにお持ちください。

▼
�健康保険証を利用登

録したマイナンバー
カード

▼
�国民健康保険の資格

確認書

または

【問い合わせ】�健康づくり課●健

　定期健康診査（対象は35歳と後期高齢者医療

制度加入者）、結核健康診断、肺がん検診、大

腸がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検

査も同時に実施します。

＊協会けんぽや健康保険組合など、国保以外の被扶

養者（家族）で、40歳～74歳の人も

特定健康診査を受診できます。受

診券は加入している健康保険者か

ら送付されます（詳しくは加入し

ている健康保険者へ）
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◇期　日　

◇場　所　

４月６日（日）・13日（日）・20日（日）・27
日（日）・29日（火・祝）、５月３日（土・祝）・
４日（日・祝）・５日（月・祝）・６日（火・振休）
花巻保健センター

診療時間は午前９時～午後１時（受け
付けは午後０時30分まで）。診療内容
は救急歯科（急な歯の痛みや入れ歯が
壊れて困っている人など）

※当日の問い合わせは、専用ダイヤル
　（☎41-1351）へ

休日歯科診療所

期日 休日当番医 休日当番薬局
◆診療時間　午前９時～午後５時
◆診療科目　○内 ＝内科系、○外 ＝外科系
※休日の当番医に関するお問い合わせは消防本部

（☎24-2141）へ

　休日の当番薬局に関する問い合わせは、ス
クラム薬局花巻駅西店（☎22-6664）へ。

４月６日（日）
内 須田内科医院 （円 万 寺） ☎38-1121
外 ちば眼科クリニック （上小舟渡） ☎41-3755

ゆ ぐ ち 薬 局 （円 万 寺） ☎38-1300
カワチ薬局花巻店 （上小舟渡） ☎22-3010

４月13日（日）
内 はじめこどもクリニック （若 葉 町） ☎22-0822
内 銀河クリニック （花 城 町） ☎22-6000
外 西大通り耳鼻咽喉科 （西大通り） ☎21-1133

あい薬局花城店 （花 城 町） ☎21-5033
花　城　薬　局 （花 城 町） ☎41-3100
スクラム薬局花巻駅西店 （西大通り） ☎22-6664

４月20日（日）
内 さとう内科クリニック （御田屋町） ☎21-1511
外 さとう整形外科 （御田屋町） ☎21-2200

調剤薬局ツルハドラック御田屋町店 （御田屋町） ☎21-3110
諏 訪 調 剤 薬 局 （諏　　訪） ☎41-4510

４月27日（日）
内 花巻まつぞの内科循環器内科 （松 園 町） ☎29-6567
外 高木丘クリニック （高　　木） ☎22-0103

銀河薬局松園店 （松 園 町） ☎41-3205
こ し お う 薬 局 （高　　木） ☎21-3005
タカハシ星ヶ丘薬局 （星 が 丘） ☎22-3378

４月29日（火・祝）
内 ちば心療内科クリニック （諏 訪 町） ☎22-1322
内 藤巻胃腸科内科 （高　　木） ☎23-0051
外 さ さ き 眼 科 （桜　　台） ☎22-1144

か な ん 薬 局 （諏 訪 町） ☎21-5522
た か き 薬 局 （高　　木） ☎41-1522
桜 台 調 剤 薬 局 （桜　　台） ☎21-5036

５月３日（土・祝）
内 照井内科消化器科 （四 日 町） ☎23-6100
外 金子整形外科医院 （石鳥谷町八幡） ☎46-2233

花　北　薬　局 （四 日 町） ☎22-2020
えびす調剤薬局 （石鳥谷町八幡） ☎46-1110
パ ー ル 薬 局 （西大通り） ☎22-3517

５月４日（日・祝）
内 菊地内科クリニック （浅　　沢） ☎22-5900
外 いしどりや眼科 （石鳥谷町好地） ☎45-6110
外 星が丘おおうち整形外科 （星 が 丘） ☎41-3301

花調あさざわ薬局 （浅　　沢） ☎21-5550
ひ ま わ り 薬 局 （石鳥谷町好地） ☎46-1255
つくし薬局星が丘店 （星 が 丘） ☎41-8301

５月５日（月・祝）
内 たきの内科循環器科　（大 通 り） ☎21-4511
外 ＫＵＢＯクリニック （御田屋町） ☎21-1103

広田薬品花巻駅前薬局 （大 通 り） ☎41-1778
八 木 薬 局 （上　　町） ☎24-6177

５月６日（火・振休）
内 さとう消化器科内科 （石鳥谷町好地） ☎45-5111
外 石鳥谷駅前クリニック （石鳥谷町好地） ☎46-2621

の ぞ み 薬 局 （石鳥谷町好地） ☎46-2070
ほ お ず き 薬 局 （石鳥谷町好地） ☎46-1410

夜間などの
救急指定病院の問い合わせは

電話�24-2141消防本部へ

献血献血にご協力を 【問い合わせ】�健康づくり課（☎41-3607）

期　日 時　間 場　所

４月６日（日）
10:00～12:00
13:30～16:00

ケーズデンキ花巻店

４月13日（日）
10:00～12:00
13:30～16:00

コメリパワー花巻店

４月21日（月）
9：30～11：30

13:30～16:00
花巻機械金属工業団地連絡協議会
富士大学

４月25日（金）
10:00～11:30
13:30～16:30

株式会社 照甲組
公益社団法人 総合花巻病院

受付時間は午前９時～午後５時。施術科目は骨折、脱臼、
打撲、捻挫、挫傷（筋肉・けんなどの軟部組織の損傷）

日曜日当番整骨院

◇４月６日（日）　　いしどりや整骨院（石鳥谷町好地） ☎45-6063
◇４月13日（日）　　おにやなぎ接骨院（星 が 丘） ☎21-1300
◇４月20日（日）　　う す ぎ 接 骨 院（東和町土沢） ☎42-2919
◇４月27日（日）　　笹 山 整 骨 院（藤 沢 町） ☎41-4115
◇５月４日（日・祝）　佐 々 木 整 骨 院（東和町安俵） ☎42-4511

こどもの急病で困ったら

こども救急相談電話へ
◆受付時間　午後７時～翌朝８時（年中無休）

電話�＃8000�または�019-605-9000


